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1 Mission to Lepers（レパーへの宣教団）の歴史は 1874年にさかのぼり、イギリス人宣教
師ベイリー (Bailey, W. C.) によってインドで設立された。Gussow (1989), pp. 201-28. その
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2 ヘブライ語本文ではツァラアト(音読は『聖書: 新改訳 2017』に従う)。ハリオット夫人
は、この原語がギリシア語、ラテン語でレプラと訳され、さらにそれを英語に定着させ
た、おそらくは『欽定訳聖書 King James Version』(Nelson (1990))に「子どものころから」
なじんできたものと思われる。 
3 これらの語の意味と本論文における用い方については、次節に述べる。 




5 Dowager Marchioness of Dufferin and Ava (1910). ハリオット夫人はインド総督ブラックウ



























                                                     
代的病院群の設立に関わった。ランバス (2016), 38 頁 (注 58). 
6 荒井英子 (1996); 東丸恭子 (1996), 137 頁; 藤野豊 (2001), 86-8, 112-24 頁; Gussow (1989). 
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9 Sternberg (1991), pp.167-74. 
10 Костюк (2014), pp.12-28, 54-66. 
11 荒井 (1996), 187-91 頁． 
12 大嶋得雄ほか編 (1996); 播磨醇 (2007); 中村茂 (2007). 
13 荒井 (1996), 154-70 頁; 無らい県運動研究会（編）(2014), 93-103 頁. 
14 ランバス (2016), 38 頁 (注 59). 
15 Brody (1974). ブロディの言及する文献資料の偏りとそれが後世の研究史に及ぼした影響




























                                                     
16 荒井 (1996), 137頁． 
17 同, 157 頁． 
18 ― (1998). 
19 デリダ (2008), 230-44, 256 頁; フーコー (2012), 255-65 頁. 
20 ソンタグ (1992), 270 頁． 
21 Rawcliffe (2006), pp.354-7; Edmond (2006), pp.7-8. 
22 Miller and Nesbitt (2014), pp.1-9; Miller and Smith-Savage (2006). 
23 「レプラは、ハンセン病として知られているが、社会的、法的、宗教的、聖者伝的伝統
の複合がその歴史を聖書と、そして教会と不可分なものにしてきた、唯一の病気であ
る」。Brown, B. (2003), p.507. 













Quod vero ad diversus leprae species attinet, fateor me non esse medicum---et ab exacta  
inquisition consulto abstineo quia mihi persuasum est, morbum de quo hic agitur peculiari modo 













Si quis leprosus effectus fueri, et cognitum est iudici vel populo certa rei veritas, et expulsis fuerit 
de civitate et casa sua, ita ut solus habitet et non sit ei licentia res suas alienare aut thingare cuilibet 
personae, quia in eadem die quando a domo expulsus est, tamquam mortuus habetur ; tamen dum 
                                                     
utrum sacramentorum veteris legis conveniens causa possit」がそれにあたる。Thomas Aquinas, 
Summma Theologiae XXIX:190; 稲垣良典訳 (1977) 304-5 頁. 
25 Caemmerer (tr.) (1960), pp. 239-45. 
26 Parker (1986), pp.142-4. 
27 Baum (1882), pp.319. 
28 Tanner (1990), pp.203-25. 
29 Ibid., pp.331-401. 
30 荒井 (1996), 166頁． 
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Valet concessio vivente persona facta, dummodo fuerit lepra percussus. Testes etiam moniti 






きものなのか、500 年の隔たりはあまりに大きい。そもそもロタリ法典が「quis leprosus 
effectus fueri」、第三ラテラノ公会議が「fuerit lepra percussus」といっているのは、おなじ現
象、同一のカテゴリーの人々のことを指しているであろうか、このことばは 500年間同じ意
                                                     
31 Liber Legis Regum Langobardorum, Rothari, 176; 塙浩訳 (1957). 
32 Miller and Nesbitt (2014), p.5. 
33 クメール (2019), pp.21-3. 
34 Appendix ad Concilium Lateranense XXXVII, De leprosis 1, in Mansi (1778), p.265. 





























                                                     
36 デリダ (2008), 244 頁． 
37 Gussow (1989), pp.213-6. 
38 フーコー (1975). 
39 Edmond (2006), pp.67-77. 
40 メラー・クリステンセンは 16世紀までのレプラの死者が埋葬されたと伝えられる墓地
を発掘し、それらの遺骨の多くにハンセン病の特徴が示されていることを見出した。 
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44 Grmek (1989), pp.168-171. 
45 Rawcliffe (2006). 
46 Demaitre (2007), pp.80-5. 
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49 犀川一夫 (1994); ブラウン(1981). 
50 Miller and Nesbitt (2014), pp.10-26. 
51 ソンタグ(1992); クラインマン(1996), 22-37, 215-6 頁. 










（１） ハンセン病（Hansen’s disease） 
 





















                                                     
53 Santos et al. (2016); Nobre et.al (2017). 
54 Gelber (2012); ― (2015); Lockwood (2004). 
55 Rawcliffe (2006), pp.1-43; Gussow(1989), pp.1-24. 
56 Gussow (1989), pp.16, 67-84. 
57 Ibid., pp.85-107; スティーヴンソン (2016)． 
58 Dols (1979), pp.332-33; Dols (1983), pp.912, 915-6. 









 Περὶ ἐλέφαντος. Ἐλέφαντι τῷ πάθεϊ καὶ τῷ θηρίῳ τῷ ἐλέφαντι ξυνὰ μυρία καὶ ἰδέῃ καὶ χροιῇ καὶ 
μεγέθεϊ καὶ βιοτῇ·60 
  エレファントについて。病気としてのエレファントと獣としてのエレファントには、外
観、色、大きさ、習性といった多くの共通点がある。 
ὄχθοι ἐπανιστάμενοι ἄλλοι παρ’ ἄλλους, ξυνεχέες μὲν οὐδέκω, παχέες δὲ καὶ τρηχέες. καὶ τὸ 





χρῶμα πελιδνὸν ἢ μέλαν. ἐπισκύνιον ὂν μέγα ἕλκεται καλύπτειν ὄσσε, ὅκως τοῖσι θυμουμένοισι 
λέουσι· διὰ τόδε καὶ λεόντειον κικλήσκεται.62 
（皮膚の）色は鉛色か、黒い。両目をおおうまでに大きく引き上げられた額は、怒りを
発したライオンのようであって、このことからレオ（の病）とも呼ばれている。 
  ἤδη κοτὲ καὶ τῶν μελέων προαποθνῄσκει τοῦ ἀνθρώπου ἄχρι ἐκπτώσιος, ῥίς, δάκτυλοι, πόδες, 






 οὐ τροφῇ, οὐκ ἀσιτίῃ· οὐ κινήσει, οὐκ ἠρεμίῃ. πᾶσι γὰρ ἐφέστηκεν ἡ νοῦσος --- ὕπνος λεπτός, 
ἀγρυπνίη κακίων ἐν φαντασίῃ, δύσπνοια καρτερή· πνῖγες ὡς ἀπ’ἀγχόνης. ὧδε γοῦν τινες 
κατέστρεψαν τὸν βίον, νήγρετον ὕπνον ἐς θάνατον εὕδοντες64 
  食べようとせず、欲しがりもせず、運動もせず、休もうともしない。ことごとくが病気
に支配されてしまっているのである…眠りは浅く、夢の中での不眠はさらに苦しい。呼吸
                                                     
60 Aretaeus, De causis et signis diuturnorum morborum 13 :1. 
61 Ibid., 13 :12-17. 
62 Ibid., 13: 15. 
63 Ibid., 13: 17. 





 ἔστω δὲ καὶ ἀναφώνησις, τοῦ πνεύματος γυμνάσιον τὸ καίριον.65 










Elephantiasis Graecorum, or True Leprosy」として広く認知されるようになる70。 
 














                                                     
65 Aretaeus, De curatione diuturnorum morborum, 13: 10. 
66 Plinius, Naturalis historia, xxvi. 
67 Plutarchus, Quaestiones convivales, 731A-732A. 
68 Demaitre (2007), pp.85-91. 
69 Richards (1977), pp.112-5. 
70 Rawcliffe (2006), pp.17-29; Edmond (2006), pp.24-60. 
71 Cole (2001). 
72 Monot (2005). 










 καὶ πολλοὶ λεπροὶ ἦσαν ἐν τῷ Ἰσραὴλ ἐπὶ Ἐλισαίου τοῦ προφήτου, καὶ οὐδεὶς αὐτῶν ἐκαθαρίσθη 





















                                                     
74 Michaelis (1967). 
75 ルカ福音書（以下ルカ。他の福音書についても同じ）4:27. 
76 Sandison (1967), p.450. 
77 ヘブライ語聖書のユダヤ人学者によるギリシア語訳。レビ記を含むモーセ五書の翻訳は
概ね前 3 世紀に、もっぱらアレキサンドリアで進められたと考えられている。ヘンゲル 
(2005) 13頁; 秦(2018), 44-85 頁. 


















付されて実詞化し、ὁ λεπρός（レプラのひと）となる。ラテン語 leprosus は形容詞（レプラ












                                                     
79 小林茂文 (1996). 
80 藤野豊 (2001), 20-44 頁． 
81 「単語が差別語なのではなく、癩病患者が差別されたのである」。田川建三 (2008-17), 
第一巻 166頁． 
82 スタイン(2007), 36-7, 45-6 頁; ロンドン(2016). 
83 小稲義男ほか（編）(1980). 
84 Riley (2003). 
































るデータベース Thesaurus Linguae Graecae (TLG) は過去に校訂・出版された、ホメロス、
ヘシオドス以来おおむね 17世紀までのギリシア語文献を網羅し、充実した検索機能を持ち、
                                                     
86 Seidl (1974). 
87 Jenni and Westermann (1997). 
88 Harrison (1997). 
89 新日本聖書刊行会(2017) 













し文献そのものについては、ラテン語文献については従来の Patrologiae cursus completus, 
Sources chrétiennes, Corpus Christianorum Series Latena などの紙ベースの叢書に加えて、
Documenta Cathorica Omnia, Google Books のようなデータベースによって多くの原典にアク



















                                                     
91 リュフィエ (1988), 162頁. 
92 Gussow (1989), pp.213-6; Edmond (2006), p.7. 
93 Rawcliffe (2006), pp.17-43. 

































に生き、著作していたことを明らかにする。第三章では前 6世紀以降前 3 世紀まで（『七十
人訳聖書』のレビ記が訳出された時代まで）のあらゆるレプラの用例を網羅的に検討し、そ
                                                     
95 ソシュール(1991), 178 頁． 
































































                                                   
1 Crislip (2005); Miller (1997). 
2 Sternberg (1991), pp.167-174. 
3 Holman(2001), pp.71-5, 144-8; 土井健司 (2008a). Sternberg も、前掲書の表題が示すよう
に、病者や貧者の援助をこととする施設そのものが東方に由来を持つとしている。一方、
これらの施設を専門的な医療スタッフを備えた近代以降の病院の萌芽として評価できるか




い。Sternberg (1991) pp.147-150; Holman (1999). 




























                                                   
6 Tekiner (2015). 
7 Grmek, (1989), Demaitre (2007)らはエレファンティアシスを「ほんとうのレプラ true 
leprosy（あるいは genuine leprosy）」と表現しているが、同一の著作の中でも文脈によって
これらの形容詞が付される場合と略される場合があって一定しない。 
8 土井 (2007), 202-8 頁． 
9 Holman (1999); 土井 (2010); 同(2008a); 同 (2008b).  
10 Joannes Chrysostomus, Ad Stagirium a daemone vexatum, PG, 47: 490. 
11 Grmek (1989) pp.152-176, Demaitre (2007), pp.80-95. 
12 Miller and Nesbitt (2014), pp.10-26. 
13 Demaitre (2007), pp.102-9. 
14 Adams (1846), 2:1-15. 

































                                                   
16 Lytton (1994). 
17 Miller and Nesbitt (2014), pp.48-71. 
18 一方で以下の事実にも留意が必要であろう。日常の会話から政策論争にいたるまで、
「（社会一般の）病気に関する考え方は、医学的知の影響を受けつつも、それとはある程
度独立して形成される」。エルズリッシュ, ピエレ (1992), 38-9 頁． 




















TLG23の検索機能を用いて、７世紀以前の医学文献として収録されている 43 人、469 万
語のギリシア語文献を対象に検討した。対象となった著作家および著作群とその著作年代
を示す。カリフォン、ヒポクラテス全集、偽ヒポクラテス文書、クテシアス、ディオクレス









                                                   
20 Galenus, In Hippocratis aphorismos commentarii, 17b: 688. 
21 堀 (2017b). 
22 ソンタグ (1992), 87-8 頁． 
23 本研究で計量的検討の対象として用いたデータベースは 2018 年 10 月 1 日現在のもので
あり、その時点で収録されていたギリシア語文献の総数は 108,197,911 語であった。2020
年 10 月 31 日現在の収録語数は 116,416,643 語となっている。 


















 レプラの用例は 14 人に 285 回、エレファンティアシスの用例およびエレファントの語を
病気の意味に用いる用例は 13 人に 183 回認められた。カルキノス／カルキノーマの用例は





                                                   
et Corpus Hippocraticum, Pseudo-Hippocrates, Ctesias, Diocles, Erasistratus, Dieuches, Bolus, 
Euthydemus, Crateuas, Apollonius, Asclepiades, Anonymus Londinensis, Dioscorides Pedanius, 
Pseodo-Dioscorides, Erotianus, Thessarus, Severus, Rufus, Soranus, Archigenes, Philo, Galenus, 
Pseudo-Galenus, Marcellinus, Philumenus, Aelius, Aretaeus, Antyllus, Nepualius, Cassius, 
Oribasius, Basilius, Harpocrationis, Adamantius, Aёtius, Palladius, Alexander, Metrodora, Joannes, 



















じられている回数について集計した。結果を表 1 に示す27。レプラの用例 285 回から見る
と、その前後の文脈の中で論じられているほかの疾患ないし症状は、エレファント 18 回、 
カルキノス／カルキノーマ 7 回、アルフォス／レイケーン／プソラ 159 回となる。一方、
エレファント・エレファンティアシスの用例 183 回から見て、その前後の文脈の中で論じ
られているほかの疾患ないし症状に注目すると、レプラ 18 回、カルキノス 25 回、アルフ






 レプラ(285 回)からみて エレファンティアシス(183 回)からみて 
レプラ ― 18 回 (10%) 
エレファンティアシス 18 回 ( 6%) ― 
カルキノス 7 回 ( 2%)* 25 回 (14%)* 
プソラ・レイケーンなど 159 回 (56%)** 23 回 (13%)** 
*p<0.01 **p<0.01 
 
 レプラ、エレファンティアシスが同じ文脈のなかに併置して語られる用例は 18 回（レプ
ラから見て 5％、エレファンティアシスから見て 9％）にとどまる。18 回のうち 8 回がガレ






                                                   
27 堀 (2018)に発表した表と基本的に同一のものであるが、いくつかの数値の過誤が修正さ
れている。推計学的評価や関連する考察、結論に影響するものではない。 





ἄλλως δὲ μελαγχολικὰ λέγομεν εἶναι πάθη τούς τε καρκίνους καὶ τοὺς ἐλέφαντας, ἔτι τε λέπρας 





は、どんな医師にも気づかれないということがない ὄγκον περὶ τοῖς σώμασιν ἐργαζόμενος, 









  ὅθεν ἄχρι τοῦ γήρως ἐν τῷ μεταξὺ τὰ μελαγχολικὰ πάντα νοσήματα τοῖϲ μὲν μᾶλλον πλεονάζει, 







  ἔστι δὲ καὶ ἡ ψώρα καὶ ἡ λέπρα μελαγχολικὰ πάθη μόνου τοῦ δέρματος ὡς εἴ γε κἀν ταῖς φλεψὶ 
καὶ τῇ σαρκὶ γίγνοιτο, καρκίνος ὀνομάζεται.33 
プソラやレプラは皮膚単独の黒胆汁性疾患であって、もし血管や筋肉に生ずれば、カル
                                                   





31 Galenus, De morborum differentiis, 6: 849. 
32 Galenus, In Hippocratis prognosticum commentaria iii, 18b: 283. 



















   













  Ὀρθῶς οἶμαι τὸν Καππαδόκην Ἀρεταῖον εἰπεῖν, μείζονα τῶν νόσων χρῆναι τὴν τῶν βοηθημάτων 
                                                   
34 Galenus, De simplicium medicamentorum temperamentis ac facultatibus libri xi, 11: 845. 
35 Galenus, De crisibus libri iii, 9: 693. 
36 Galenus, De symptomatum causis libri iii, 7: 224. 
37 ガレノスの時代までにヒポクラテス医学の後継の地位を争った学派のひとつ。アレタイ
オスを代表的人物のひとりとする。Porter (1997), pp.66-72. 
26 
 










   Ἰχθυοκόλλα ἐμπλαστικῆϲ ἐστι --- καὶ εἰς τὰς λεπρικὰς δυνάμεις καὶ εἰς τετανότητα προσώπου.39 
魚の膠は可塑性で…レプラの薬として、また顔の強いこわばりに効能がある。 
 









  ἡ δὲ ἐλεφαντίασις τὸ πάθος ἔσχε τὸ ὄνομα ἀπὸ ὁμοιότητος τῆς πρὸς τὸν ἐλέφαντα. τὸ γὰρ δέρμα 
τῶν ἐν τῷ πάθει τούτῳ κατεσχημένων παχύτερόν τε καὶ σκληρότερόν ἐστιν, ἐμφέρειαν ἔχον πρὸς 
τὸ τῶν ἐλεφάντων δέρμα --- τινὲς δὲ τῶν παλαιοτέρων εἰς ἓξ διαιροῦσι τὸ πάθος αὐτὸ, εἰς 
ἐλεφαντίασιν, λεοντίασιν, ὀφίασιν, λέπραν καὶ ἀλωπεκίαν καὶ λώβην --- λέπραν δὲ τὴν 






                                                   
38 Paulus, Epitomae medicae libri septem, 4: 1: 1. 
39 Paulus, ibid., 7: 3: 9. 
40 Hankinson (2008), p.395. 
41 堀 (2017a). 





















 医学文献で用いられている 285 回の用例の語形についてみると、名詞レプラ（またはレプ
レーなど）からの変化形が 204 回（75％）、形容詞レプロスからの変化形が 33 回（11％）、
動詞レプラオー、レプロオマイからの変化形が 9 回、形容詞レプローデース（レプラ様の）






Οὖρον λύκου ἐπουρήσασα γυνὴ ἄτοκος γίνεται. Ὑπὸ ἀνθρώπου λεπροῦ σῖτος πατούμενος 
καρπὸν οὐκ ἀναφύει.45 
狼の尿をかけられると、女性は不妊になる。レプラの人が踏んだ穀物は、実らない。 
  
                                                   
43 Demaitre (2007), pp.85-91. 
44 Miller and Nesbitt (2014), pp.17-8. 
45 Bolus, Περὶ συμπαθειῶν καὶ ἀντιπαθειῶν, 18-19; Bolus (Brill では Bolos と表記)は 前 200 年
前後の著作家。生物・非生物間の神秘的な共感関係に注目した著作の、断片のみが残る。








 「感染」という現象に関連する記述は、エレファンティアシスについて 4 人の医師たちに
6 回認められた。それぞれの語を動詞形に直して示すと、アレタイオスに 2 回（いずれもメ
タディドミ、分け合う、）、ガレノスに 1 回（コイノネオー、分け合う）、患者との性交を禁
止する文脈でオリバシオスに 1 回（ポレメオー、敵対的に働く）、アレタイオスの所説に言
及・敷衍する文脈でパウロスに 2 回（いずれもメタディドミ）46であった。 
 
τοιούσδε ὦν ἐόντας τίς οὐκ ἂν φύγοι ἢ τίς οὐκ ἂν ἐκτραπείη, κἢν υἱὸς ἢ πατὴρ ἔῃ, κἢν κασίγνητος 
τύχῃ; δέος καὶ ἀμφὶ μεταδόσιος τοῦ κακοῦ. πολλοὶ γοῦν ἐπ’ ἐρημίης καὶ ἐς ὄρεα τοὺς φιλτάτους 







ἄνθρωπος νοσῶν τὸ καλούμενον πάθος ἐλέφαντα μέχρι μέν τινος ὁμοδίαιτος ἦν τοῖς συνήθεσιν, 
ἐπεὶ δ’ ἐκ τῆς πρὸς αὐτὸν κοινωνίας τε καὶ ὁμιλίας ἐκοινώνησανμὲν ἔνιοι τοῦ πάθους, αὐτὸς δὲ 




   
  συνουσίας δ’ αὐτοῖς παντελῶς ἀφεκτέον, ὡς πολεμιωτάτης πρὸς τὴν διάθεσιν·49 
健康状態に対して敵対的に働く（ポレメオー）ものであるから、彼らとの同居（あるい
は性交）は絶対に避けよ。 
   
ε πειδὴ δὲ τῶν εὐμεταδότων ἐστὶ τὸ πάθος οὐχ ἧττον ἢ λοιμός, ἀποικιστέον αὐτοὺς ὡς ὅτι 
πορρωτάτω τῶν πόλεων ἐν μεσογείοις καὶ καταψύχροις καὶ ὀλιγανθρώποις χωρίοις, εἴπερ οἷόν τε, 
                                                   
46 Paulus, Epitomae medicae libri septem, 4: 1:8. 
47 Aretaeus, De causis et signis acutorum morborum libri duo, 2: 13: 19. 
48 Galenus, De simplicium medicamentorum temperamentis, 12: 312. 
49 Oribasius, Collectiones medicae, 45: 29 :79. 
29 
 
κἀντεῦθεν δὲ μεταβαινέτωσαν εἰς τὰ παρακείμενα διά τε αὐτοὺς καὶ τοὺς ὡς εἰκὸς ἐντευξομένους 
















しかしエレファンティアシスの用例のある医師 13 人のうちの 31％、またとくに 10 回以





                                                   
50 Paulus, Epitomae medicae libri septem, 4: 1:8; Adams (1846). 































                                                     
1 フォイエルバッハ (1937), 48 頁. 
2 デュルケーム (2014), 54-105 頁. 
3 Homerus, Ilias,16:25ff.; 松平千秋訳 (2004).  
4 健康という人間の基本的欲求を実現するための技法として、ケーは医術、魔術（呪術）、






























                                                     
れることもまれではないことと同様である。医術についても、日本では針灸、ヨーロッパ
ではホメオパシーなど、必ずしも近代科学の技法に完全には属さない技術が、公的（保
険）医療の分野にも根強く生き残っている。Singh and Edzard (2008）. 
6 このような調査は、外部からの情報や概念が流入して以降は、ふたたび行うことができ
ない。「異常な発育を遂げ、神経のたかぶりすぎた一つの文明によって乱された海の静寂
は、もう永久に取り戻されることはないであろう」レヴィ‐ストロース (2001), 上 50 頁． 
7 Rivers (1924), pp.43-6. 
8 Eddystone Island. ソロモン諸島に属する。 
9 Rivers (1924), pp.42. 
10 Ibid., pp.76. 
11 申命記 32:39. 
33 
 
     




























                                                     
12 出エジプト記 15:26 
13 Allan (2001), pp.379-81. 
14 創世記 50:2. 
15 申命記 18:9-11; Muntner et al. (2007). 
16 Pesachim (Talmud Bavli), 56a, Sefaria (https://www.sefaria.org/Pesachim?lang=bi) 
17 歴代誌下 15:26. 





























当てている聖書個所としては、旧約聖書中五書に 16 か所、歴史書・預言書に 61 か所、諸書
に 19 か所、続編に 21 か所、あわせて 117 か所が認められる23。『七十人訳聖書』において
                                                     
19 Origenes, Adnotationes in Librum III Regum. PG, 17: 53-8. 
20 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbo sacro. 












て 4 か所認められるにとどまる）27。以上から、ここでは ἰάομαι, ἰατρεύω の用法・用例を中
心に考察を進める。 
 『七十人訳聖書』に前後する主要なギリシア語文献における、ἰάομαι と ἰατρεύω、および
その派生語や関連する語彙の用例数を表 2 に示す。ἰατρεύω が、おおむねヒポクラテス(前
460 頃- 370 頃)28、プラトン(前 428/7-348/7 年, 一説では前 424/3-348/7 年)以後に用いられる
ようになった比較的新しい語彙であることがわかる。 
 




悲・喜劇* プラトン Hippo** 
七十人訳
聖書 新約聖書 ガレノス 
ἰατρός 5    34 196 185    13     7   2228 
ἰάομαι*** 7    30    44 211   103    32   1455 
ἰατρεύω**** 0     1     24 128    11     0    213 
*    三大悲劇作家（アイスキュロス、ソフォクレス、エウリピデス）とアリストファネス。断片を含む。  
**  『ヒポクラテス全集』（「書簡集」を除く） 
***  主要な名詞形(ἴασις, ἴαμα)を含む。 
**** 主要な名詞形(ἰατρεία, ἰατρεῖον)を含む。 
 
 以下、まず前 4 世紀の前半まで、すなわちヒポクラテス・プラトンの時代以前のこれらの
                                                     
24 LSJ は to heal, to cure, to treat, to repair などの訳語を示す。 
25 LSJ は to treat medically, to cure, to practice medicine などの訳語を示す。 
26 LSJ は to do service, to take care of, to treat medically などの訳語を示す。 
27 新約聖書では同じく 92 か所中 43 か所(47%)で θεραπεύω あるいはその派生語、32 か所
(35%)で ἰάομαι あるいはその派生語が用いられており、ἰατρεύω あるいはその派生語の用例
はない。 
28 ヒポクラテス全集の編纂は前 300 年頃、したがって一部にはヒポクラテスの没年以降に
書かれたものも含まれるが、主要な作品の多くは前 4 世紀の初頭までには書かれていたと
考えられている。ここではおおむねプラトンと同時代までの著作と考えて論じる。Craik 
(2015); 「現在われわれに知られている『ヒポクラテス全集』は、おそらく紀元前 300 年少
し後にはすでにアレキサンドリアの大博物館内の図書館に運び込まれていたものとその内
容が大体同じだったと思われる」大槻真一郎 (1997), 4-5 頁; 「全集の各篇は、数編を除い
てほとんどすべてが…紀元前 440 年から 120 年ほどの間にいろいろな人によって書きため




数の少ない ἰατρεύω については名詞形での用例を含める）。 
 
（２） ヒポクラテス・プラトン以前のギリシア語諸文献における ἰάομαι 
 
 ホメロスに、すでに動詞形で 6 回の用例があり、いずれも傷の治療に関する文脈で用い
られている。ホメロスの物語である以上、その主体（主語）はいずれも神あるいは半神であ
る。ホメロスには ἰατρεύω の用例はない。 
 
  Ὣς φάτο, καὶ Παιήον’ ἀνώγειν ἰήσασθαι. τῷ δ’ ἐπὶ Παιήων ὀδυνήφατα φάρμακα πάσσων 
ἠκέσατ’,29 
    こういって医神パイエオン（パイアン）に治療を命じ、パイエオンが痛みを鎮める薬を
傷口に塗ると、 
   
ὡς οὐκ ὀφθαλμόν γ’ ἰήσεται οὐδ’ ἐνοσίχθων.30 
    大地を揺るがす神といえども、お前の目を癒すことの出来ぬのは、 
 
ヘシオドスにも 2 回の用例がある。いずれも断片で文脈は明らかでないが、少なくとも一
例には神話的色彩が濃厚である31。ヘシオドスにも ἰατρεύω の用例はない。 
古典期の劇作家たちの用例にも、このような、神（あるいは半神）を主語にとる傾向は引
き継がれる。喜劇のアリストファネス（前 446 頃-368 頃）と、三大悲劇作家―アイスキュロ




  εἶθ’ Ἁπόλλων ἰατρός <γ’> ὢν ἰάσθω·32 
 そいでさ、アポロンが医者だてんなら治させる。 
   
καὶ πῶς ὑπαίθων σῶμ’ ἂν ἰῴμην τὸ σόν; 33  
  あなたの体を焼いて、一体どうしてその苦しみをなおすことができましょうか。 
                                                     
29 Homerus, Ilias, 5:899; 松本千秋訳（1992）．具体的に痛みを鎮めるという行為そのもの
は、ここでは ἀκέομαι で表現されている。 
30 Homerus, Odyssea, 9:520; 松本千秋訳（1994）． 
31 Hesiodus, Fragmenta, 37. 
32 Aristophanes, Aves, 584 ; 呉茂一訳（1964）． 







   
  τελαμῶσιν ἕλκη τὰ μὲν ἐγώ σ’ ἰάσομαι, τλήμων ἰατρός, ὄνομ’ ἔχουσα,34 









 ὠή, τίς ἐγγὺς ἢ πρόσω φίλων ἐμῶν, δύσγνοιαν ὅστις τὴν ἐμὴν ἰάσεται;35 






οὔκουν τρύγοιπος ταῦτα πάντ’ ἰάσεται; ἀλλ’ εἴσιθ’ εἴσω.36 






（３） ヒポクラテス・プラトン以前のギリシア語諸文献における ἰατρεύω 
 
LSJ の訳語からは、ἰάομαι よりも限定的・技術的色彩の強い動詞と理解されていることが
                                                     
34 Euripides, Troiades, 1232; 松平千秋訳 (1960)． 
35 Euripides, Hercules, 1107; 岡道男訳 (1960)． 









  ὅσοι δ’ ἰατρεύειν καλῶς, πρὸς τὰς διαίτας τῶν ἐνοικούντων πόλιν τὴν γῆν ἰδόντας τὰς νόσους 
σκοπεῖν χρεών.37 


















Δημοκήδης Καλλιφῶντος ἱερέως ἐν Κνίδωι γενομένου Ἀσκληπιοῦ, Κροτωνιάτης ἰατρός, ὃς ἐν 
Αἰγίνηι ἰάτρευσέ τε καὶ ἔγημε, καὶ Πολυκράτην τὸν Σάμου τύραννον ἰάτρευσεν ἐπὶ χρυσίου 
                                                     
37 Euripides, Fragmenta, 917: 1. 
38 Aesopus et Aesopica, Fabulae, 301 (version 1): 20. 
39 早くとも前 350 頃-280 頃以前にはさかのぼらないと考えられている。Luzzatto, M. J. 
“Aesop”, in Brill, 1: 256-60. 
40 Aesopus et Aesopica, Fabulae, 16 aliter. 
41 ギリシアの医師。晩年の前 522 年にスサに移ったことが知られている。Meister, K. 
“Democedes”, in Brill, 4: 164. 
42 前 484 頃– 425 頃。『歴史』は自身の見聞と多彩な資料から構成されたものとされる。 
Meister, K. “Herodotus”, in Brill, 6:264-71. 
39 
 
ταλάντοις δύο, καὶ ὑπὸ Δαρείου τοῦ Πέρσου μετεπέμφθη καὶ συνεγένετο αὐτῶι χρόνον ἱκανόν· 












（４） プラトン（および同時代のクセノフォン）における ἰάομαι と ἰατρεύω 
 
 動詞形についてみると、プラトンの文献中には、ἰάομαι に 31 回、ἰατρεύω には 18 回の用
例が認められた。いずれも治療する、医療を施すという意味に用いられる場合が多く、その
意味ではすでに同義語であるともいえる。また ἰάομαι の主語も、すべて人間となっている。 
 
  καὶ εἰμί τις γελοῖος ἰατρός· ἰώμενος μεῖζον τὸ νόσημα ποιῶ.44 
  そして（私は）藪医者としてわらわれなければなりませんね。病気を治そうとしていっ
そう重くしているのですから。 
   
καὶ οὐδενὶ σχολὴ διὰ βίου κάμνειν ἰατρευομένῳ.45 
  一生病気の治療をしながら過ごすような暇は誰にもない。 
 
 しかし ἰάομαι には医術、医療を離れた、より多様な意味に用いられる用例も残っている。 
 
  ἀλλ’ ἰωμένους καὶ πραΰνοντας ἀναμιμνῄσκειν αὐτοὺς ὅτι ὧν ηὔχοντο τὰ μέγιστα αὐτοῖς οἱ θεοὶ 
ἐπήκοοι γεγόνασιν.46 
  むしろ、彼らの最大の願いであったものを神々はいま聞き届けてくださったのだとい
                                                     
43 Calliphon et Democedes, Testimonia, Fragment 2. 
44 Plato, Protagoras, 340e; 藤沢令夫訳（1964）． 
45 Plato, Respublica, 406c; 藤沢令夫訳 (1979). 






  Οὐδὲν πρᾶγμα, ὦ Σώκρατες· ἐγὼ γὰρ καὶ ἰάσομαι.48 








 Τίς οὖν τέχνη πενίας ἀπαλλάττει; οὐ χρηματιστική; --- Χρηματιστικὴ μὲν ἄρα πενίας ἀπαλλάττει, 










 Σχεδὸν γάρ που οὗτο---τὸ αὐτὸ διαπεπραγμένοιεἰσὶν ὥσπερ ἂν εἴ τις τοῖς μεγίστοις νοσήμασιν 
συνισχόμενος διαπράξαιτο μὴ διδόναι δίκην τῶν περὶ τὸ σῶμα ἁμαρτημάτων τοῖς ἰατροῖς μηδὲ 





                                                     
47 ここにあえて「癒し」という訳語を充てることも不可能ではないが、戦死者家族への慰
めの言葉という文脈からは、加来訳がふさわしく思われる。 
48 Plato, Gorgias, 447b; 加来彰俊訳 (1967). 
49 Plato, Gorgias, 478b; 加来, 同書． 




















 プラトンの同時代人とされるクセノフォンには、ἰάομαι に 5 回、ἰατρεύω に 1 回の用例が
ある。ἰατρεύω には日常的な「従事」の意味合いのあることがうかがえる用例がある。 
 
  ὥσπερ ὁ κιθαρίζειν μαθών, καὶ ἐὰν μὴ κιθαρίζῃ, κιθαριστής ἐστι, καὶ ὁ μαθὼν ἰᾶσθαι, κἂν μὴ 











                                                     
51 Plato, Gorgias, 478b; 加来, 同書． 
52 Plato, Leges, 720; 森進一ほか訳 (1976). 
53 Xenophon, Memorabilia, 3:1:4; 内山勝利訳 (2011). 
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（５） ヒポクラテス全集における ἰάομαι と ἰατρεύω 
 
 ヒポクラテス全集には（『書簡集 Epistulae』以外で）ἰάομαι と ἴασις, ἴαμα であわせて 211





 ヒポクラテスにおいては ἰάομαι と ἰατρεύω の用法には大きな差異がないように見受けら
れ、ヒポクラテス文書中でも初期のもの（前 5 世紀後半）のものとされる『空気、水、場所
について De aere aquis et locis』や『流行病第二巻』にも、すでに人を主語とする用例が見ら
れる。ἰάομαι が医術に関連する以外の場面に用いられた例はない。 
 
    Ἰήθη ἐλλεβόρου πόσει Λυκίη. 56 







  καὶ ἀπὸ τουτέων ἕλκεα ἐγγίνεται ἐν τῇσι μήτρῃσι, καὶ κινδυνεύσει, καὶ χρὴ, ὅκως μὴ τὰ 
ἕλκεα παλαιὰ γένηται, ἰητρεύειν προσέχοντα· ἄφορος δὲ καὶ αὐτὴ γίνεται, ἤν γε καὶ ἰηθῇ. Ἢν 
δὲ μή οἱ καταῤῥαγῇ τὰ καταμήνια διενεχθέντα ἐς ἓξ μῆνας,--- καὶ ἢν μὲν θεραπευθῇ, ὑγιὴς 
ἔσται·57 
                                                     
54 Plato, Gorgias, 500b; Plato, Phaedrus 270b; Aristotole, Metaphysica, 1070a ほか。 
55 Plato, Leges, 857c; Respublica, 599c. 
56 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, Epidemiae ii, 2-22 ; 近藤均訳「流行病第二巻」, 『全
集』I: 589-626. 
57 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De mulierum affectibus i-iii, i:3 ; 岸本良彦訳「婦人病









もあり、また同じく一般的な傾向としては、『骨折について De fracturis』、『関節について De 
articulis』など外科的処置の方法を具体的に述べる諸文書に ἰατρεύω、『人体の部位について 
De locis in homine』、『神聖病について De morbo sacro』など内科疾患についての総論を含む
記述には ἰάομαι が用いられることが多い。いくつかの用例では、ἰατρεύω をはっきりと「（日
常的に、業として）医療に従事する」ことを意味して用いている例もみられる 
  










第四節 『七十人訳聖書』における ἰάομαι, ἰατρεύω とその派生語 
 
（１） 『七十人訳聖書』における ἰάομαι 
 
『七十人訳聖書』における動詞 ἰάομαι の用例は、律法（モーセ五書）に 9 回、歴史書・預
言書に 26 回、諸書に 15 回、続編に 9 回、あわせて 59 回認められ、ほかにその名詞形で 44
回の用例がある。 
ここではもっぱら動詞形での用例について検討する。モーセ五書の 9 回の用例では、2 回
を除いて意味上の主語はすべて神である。『新共同訳』は 7 か所中 6 か所で「いやす」「いや
                                                     
58 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De fracturis 13; 岸本良彦訳「骨折について」, 『全








  わたしはあなたをいやす(רפא)主である。 
  ἐγὼ γάρ εἰμι κύριος ὁ ἰώμενός σε. 
  わたしは主、おまえ（たち）を癒す者である。 
 
 神を主語としない例外的な２か所はいずれもレビ記 14 章にあって、意味上の主語はいず
れも、人あるいは家屋にみられるとされる「傷 ἡ ἁφή」そのものである。『新共同訳』が「回




  あなたの神、主はあなたの運命を回復し(ׁשוב)、あなたを憐れみ 
  καὶ ἰάσεται κύριος τὰς ἁμαρτίας σου καὶ ἐλεήσει σε  
  主はおまえの罪を癒し、おまえを憐れみ 
 
歴史書・預言書（哀歌を含める）には 26 回の用例がある。19 回で神が意味上の主語とな
り、『新共同訳』では「いやし」「いやされる」、秦訳では「癒し」「癒される」があてられる
場合が多い。イザヤ書 30:26 の例を示す。 
 
  主が民の傷を包み／重い打ち傷をいやされる(רפא)日 
  ἐν τῇ ἡμέρᾳ ὅταν ἰάσηται κύριος τὸ σύντριμμα τοῦ λαοῦ αὐτοῦ καὶ τὴν ὀδύνην τῆς πληγῆς σου 
ἰάσεται  
  主がご自分の民の傷を癒し／おまえの（受けた）一撃の痛みを癒されるその日には。 
 




                                                     
59 『七十人訳聖書』の訳文には以下を用いる。秦剛平(2016); (2017a); (2017b); (2017c); 
(2019a); (2019b); (2019c)．（秦訳未刊でほかに適切と思われる定訳が得られない文書につい
ては私訳による）。 























ὅτι ἐμεγαλύνθη ποτήριον συντριβῆς σου τίς ἰάσεταί σε  
あなたの痛みの器は大きくされたのだから、誰があなたを癒せるでしょう？（私訳） 
  
諸書の用例は 15 回で、11 回で神が主語となって「いやす」「癒し」を意味して用いられ
る。人が主語となる 4 回の用例には、肯定的あるいは中立的に用いられる例もみられる。 
 
    知恵ある人の舌は癒す(רפא)。 
  γλῶσσαι δὲ σοφῶν ἰῶνται  
  知者たちの舌は癒す65。（私訳） 
                                                     
61 ホセア書 5:13. 
62 エレミア書 6:14. 
63 エレミア書 28:8（ヘブライ語本文 51:8）. 











  οὐκ ἠδύνατο δι’ αὐτῶν ἰάσασθαι τὴν δίψαν 
  彼ら（泉の所有者たち）によっても、彼（王）の渇きは癒されえなかった（私訳） 
 













ἔστιν καιρὸς ὅτε καὶ ἐν χερσὶν αὐτῶν εὐοδία· καὶ γὰρ αὐτοὶ κυρίου δεηθήσονται, ἵνα εὐοδώσῃ 




（２） 『七十人訳聖書』における ἰατρεύω 
 
 ἰατρεύω（8 回）と、その主たる名詞形 ἰατρεία（2 回）、 ἰατρεῖον（1 回)にはあわせて 11 回
の用例がある。出エジプト記に 1 回、列王記下に 2 回、歴代誌下に３回、エレミア書に 5 回
である。以下、成立年代に触れつつ、すべての用例を検討する。 
 
                                                     
66 Hiebert, R. “4 Maccabees”, in CS, pp. 306-19. 
67 Wright, B. G. “Sirach (Ecclesiasticus)”, in CS, pp. 410-24. 





   ただし、仕事を休んだ分を補償し、完全に治療(רפא)させねばならない。69 
   πλὴν τῆς ἀργίας αὐτοῦ ἀποτείσει καὶ τὰ ἰατρεῖα 
  ただ彼は、その者の金銭的な損失と治療費を弁済しなければならない。 
 
 出エジプト記は創世記と並んで最も早い時期、プトレマイオス 2世の在位中(前 281-246)、
あるいはその前後に訳出されたと考えられている70。ἰατρεῖον の訳語として、LSJ は surgery



















歴史書・預言書には 7 回の用例がある。 
                                                     
69 出エジプト記 21:19; ヘブライ語本文は右記。א ַרֵּפֵּֽ א יְּ ֹֹּּ֥ ַרּפ ן וְּ ֹו ִיֵתֵּ֖ תּ֛ ק ִׁשבְּ ה ַרֹּ֥ ֶּ֑ ה ַהַמכֶׁ ָּ֣ ִנקָּ   וְּ
70 「前三世紀初頭、おそらく 281 年の終わり頃に…まずモーセ五書が訳出された」土岐健
治 (2015), 72 頁; 秦剛平（2011）127-142 頁; Salvesen, A. (2015) “Exodus”, in CS, pp.29-42. 
71 Allan (2001), pp.379-80. 
72 Philo, De specialibus legibus (lib. i-iv), iii: 106.  
73 Allan (2001). pp.379-80 




 2 回は列王記下にみられる。 
 
   ヨラム王は、アラムの王ハザエルとのラマにおける戦いでアラム兵に負わされた傷を
いやす(רפא)ため、イズレエルに戻った75。 
   καὶ ἐπέστρεψεν ὁ βασιλεὺς Ιωραμ τοῦ ἰατρευθῆναι ἐν Ιεζραελ ἀπὸ τῶν πληγῶν ὧν ἐπάταξαν 
αὐτὸν ἐν Ρεμμωθ ἐν τῷ πολεμεῖν αὐτὸν μετὰ Αζαηλ βασιλέως Συρίας  





    καὶ ἀπέστρεψεν Ιωραμ ὁ βασιλεὺς ἰατρευθῆναι ἐν Ιεζραελ ἀπὸ τῶν πληγῶν ὧν ἔπαισαν αὐτὸν οἱ 
Σύροι ἐν τῷ πολεμεῖν αὐτὸν μετὰ Αζαηλ βασιλέως Συρίας  












   我々はバビロンをいやそう(רפא)とした。しかし、いやされ(רפא)はしなかった78。 
   ἰατρεύσαμεν τὴν Βαβυλῶνα καὶ οὐκ ἰάθη  
   われわれはバビロンを癒そうとしたが、彼女は癒されなかった。 
 
モアブの栄誉は既にない79。 
                                                     
75 列王記下 8:29. 
76 列王記下 9:15. 
77 Law, T. M. “1-2 Kings (3-4 Kingdoms)”, in CS, pp. 147-66. 
78 エレミア書(『七十人訳』)28:9（ヘブライ語本文では 51:9）. 
79 エレミア書(『七十人訳』)31:2（ヘブライ語本文では 48:2）. 
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  ὅτι ἀνάξω τὸ ἴαμά σου ἀπὸ πληγῆς ὀδυνηρᾶς ἰατρεύσω σε φησὶν κύριος  




 ἰδοὺ ἐγὼ ἀνάγω αὐτῇ συνούλωσιν καὶ ἴαμα καὶ φανερώσω αὐτοῖς εἰσακούειν καὶ ἰατρεύσω αὐτὴν 
καὶ ποιήσω αὐτοῖς εἰρήνην καὶ πίστιν  






だ困難とされているが、シード85 はおそらく前 2 世紀前半に編まれたヘブライ語原典を底
本として、前 116 年までには成立していたものとしている。したがって列王記、歴代誌と同
時代か、やや遅れて訳出されたものと考えられる。 
                                                     
80 秦は、この一文は翻訳者による原文の意味の取り違えであろうとしている。ἀγαυρίαμα
は新約聖書中には用例がなく、『七十人訳聖書』中にも 4 回しか用例のない単語である。
LSJ は insolence を訳語としている。イザヤ書（『七十人訳』）62:7 には「ἐὰν διορθώσῃ καὶ 
ποιήσῃ Ιερουσαλημ ἀγαυρίαμα ἐπὶ τῆς γῆς（主が）エルサレムを回復され、（そこを）地の誇
るべきものとされるとき（秦訳）」という一文があるので、「モアブの名誉の回復（の途）
はない」と訳せるように思われる。 
81 エレミア書(『七十人訳』)37:13（ヘブライ語本文では 30:13）. 
82 エレミア書(『七十人訳』)37:17（ヘブライ語本文では 30:17）. 
83 エレミア書(『七十人訳』)40:6（ヘブライ語本文では 33:6）. 
84 Pietersma, A. and Saunders, M. (2007) “Ieremias: To the Readers”, in NETS, pp. 876-81. 
85 Shead, A. G. (2015) “Jeremiah”, in CS, pp. 469-86. 
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エレミア書 28:9 は ἰάομαι と ἰατρεύω が同じ個所で用いられる唯一の箇所である。捕囚の
民はバビロンを ἰατρεύω しよう―癒そう（正そう）―と努力するが、それは成功しない（人
による ἰατρεύω も ἰάομαι も、実現されない）。エレミア書 31:2、エレミア書 37:13 でも、人
による ἰατρεύω は、試みられはしても、成功はしない。癒しの成功的な主体となるのは神だ
けである。 
エレミア書 37:17、同 40:6 では神が ἰατρεύω の主語となっているが、この ἰατρεύω は成功
する。神が ἰατρεύω の（ただし成功的な）主語となるという点で、ここでは ἰάομαι と ἰατρεύω
の区別は失われてしまっている。 
 
諸書の用例は歴代誌下に 3 か所認められる。 
 
その後、主は彼の腹を不治(רפא)の病で打たれた86。 
   καὶ μετὰ ταῦτα πάντα ἐπάταξεν αὐτὸν κύριος εἰς τὴν κοιλίαν μαλακίᾳ ἐν ᾗ οὐκ ἔστιν ἰατρεία  








   καὶ ἐπέστρεψεν Ιωραμ τοῦ ἰατρευθῆναι εἰς Ιεζραελ ἀπὸ τῶν πληγῶν ὧν ἐπάταξαν αὐτὸν οἱ Σύροι 
ἐν Ραμα ἐν τῷ πολεμεῖν αὐτὸν πρὸς Αζαηλ βασιλέα Συρίας  
   そしてヨーラムは、彼がスリアの王アザエールと戦っていたとき、スリアびとたちがラ
マで彼を撃ったときの傷の治療のためにイェズラエルに戻って来た。 
 




καὶ εἶπεν τοῦ ζητῆσαι τὸν Οχοζιαν καὶ κατέλαβον αὐτὸν ἰατρευόμενον ἐν Σαμαρείᾳ καὶ ἤγαγον 
αὐτὸν πρὸς Ιου καὶ ἀπέκτεινεν αὐτόν. 
そして彼は（配下の者たちに）オコズィアスを探すように命じた。そして彼らはサマレ
                                                     
86 歴代誌下 21:18. 
























前 5 世紀、あるいは前 4 世紀の初頭のもの94とされる「法（医の本分）」によく表現されて
いる。 
 
  Δοκέει δή μοι τὸ μὲν σύμπαν τέχνη εἶναι οὐδεμία οὐκ ἐοῦσα· --- ἐπεὶ τῶν γε μὴ ἐόντων τίνα ἂν 




ἰατροί はヘブライ語本文には全く欠けている。秦(2016); 同様に詩編 88:11(『七十人訳』
87:11)。 
89 Good, R. (2015) “1-2 Chronicles (Paraleipomena)”, in CS, pp.167-77. 
90 Grmek (1989), pp.119-32. 
91 マタイ 9:1-8 にみられる、イエスの治癒行為に対する学者たちの論難ほか。 
92 Lloyed (1979) p.14. 
93 Craik (2015), pp.35-40. 
94 Ibid., pp.150-5. 
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    Ἰητρικὴ τεχνέων μὲν πασέων ἐστὶν ἐπιφανεστάτη·96 
    医術はすべての術のなかでもっとも卓越している。 
   
前述のプラトンの「ゴルギアス」が前 380 年頃の著作とされていることから、これらがお





















                                                     
95 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De arte , 2; 今井正浩訳「術について」, 『全集』, I: 
939-53. 
96 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, Lex , 1; 大槻マミ太郎訳「法（医の本分）, 『全集』, 
I: 583-7. 












ר  אמֶׁ ָֹּּ֣ הּו ַוי יָָּ֔ עְּ ַׁשֵּֽ ּו יְּ חֵּ֖ ת קְּ לֶׁ ָּ֣ בֶׁ ים דְּ ֵאִנֶּ֑ ּו תְּ חּ֛ ימּו ַוִיקְּ ין ַויִָּשֹּ֥ ִחֵּ֖ ל־ַהשְּ ִחי׃ ַעֵּֽ ֵּֽ ַויֶׁ  
イザヤが、「干しいちじくを取って来るように」と言うので、人々がそれを取って来て
患部に当てると、ヒゼキヤは回復した。 














                                                     
98 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbis i-iii, ii: 28. 
99 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De natura muliebri, 42, 91, 109. 






καὶ ἐπορευόμην πρὸς τοὺς ἰατροὺς θεραπευθῆναι, καὶ ὅσῳ ἐνεχρίοσάν με τὰ φάρμακα, τοσούτῳ 
μᾶλλον ἐξετυφλοῦντο οἱ ὀφθαλμοί μου τοῖς λευκώμασιν μέχρι τοῦ ἀποτυφλωθῆναι·」トビト 2:10. 









を勘案して、概ね前 3 世紀の中ごろまでであったと考えられる。 
 
モーセ五書の翻訳は前 3 世紀の中頃までに、また列王記やエレミア書など「歴史書・預言
書」の翻訳は前 2 世紀の中頃までに、アレキサンドリアで行われた。前 300 年頃までには、
アレキサンドリアの知識人にとってヒポクラテス文書の全容に接することは十分可能であ
った（ホメロスやプラトン、アリストファネスや三大悲劇作家らの著作にアクセスすること
は、より容易であったであろう）。ギリシアでは人間が ἰατρικὴ τέχνη を行うことは、前 5 世







                                                     
104 Philo, De sacrificiis Abelis et Caini, 70. 
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第三章 レビ記 13:2-46の「脱医学化」のための試論 
    ―ヘブライ語ָצַרַעתと ַגענֶ  の訳語としてのギリシア語 λέπραと ἁφή 
 




























                                                     
1 Grmek (1989), pp.152-176. 
2 Rawcliffe (2006), p.72. 
3 ― (2004); 大嶋得雄(2015), 第二巻 296-311頁. 
4 Hieke (2014), p.470. 





























                                                     
6 堀 (2017b). 
7 ナイダら (1973), 20-1, 30-8 頁; 山内一郎 (1993). 
8 ビュフナーは『七十人訳聖書』レビ記に、いくつかの祭儀的用語について、翻訳上の混
乱が見られることを指摘している。Büchner, D. L. (2007), “Leuitikon to the Reader”, in NETS, 
pp.82-4. またヴォイティラはそのような翻訳上の混乱の生じた原因のひとつに、訳者がヘ
レニズム世界の諸宗教で一般に通用していた語彙をユダヤ宗教の祭儀用語にあえて当ては
めようとしていたということを挙げている。Voitila, A. “Leviticus”, in CS, pp.29-42. 
9 動詞ナガーの名詞型。動詞ナガーには、辞書的には qal で触れる(touch)、傷つける 




























                                                     
あげられている（HOL）。神も人も、この動詞の主語になりえる。「人はたがいに傷つけあ
うが、神もまた裁きによって災厄でひとを打つ」。Grisanti (1997). 
10 LSJ は基本的な意味として接触(touch)、触感(sense of touch)などを示す。 
11 Ctesias 医師、歴史家あるいは歴史作家。前５～前４世紀にアルタクセルクセスの宮廷
に仕えていたことが知られている。Högemann, P. “Ctesias”, in Brill, 3: 969-70. 
12 Erasistratus 医師。前 4-3 世紀、主にエジプトで活動した。Nutton, V. “Erasistratus”, in 
Brill, 5: 13-5. 
13 文学の素養は、おそらく現代においてと同様、翻訳者にとって必須のものであったはず
である。ヨセフスは、「わたしはまた、（ギリシア語の）文法を習得した後で、ギリシアの
散文や詩文の学習にも非常な熱意を傾けた」としている。Flavius Josephus, Antiquitates 






















ֹו־סַ     ת אִּֽ ֶ֤ א  ָשרֹוֹ֙ שְּ עֹור־בְּ ֶיֶ֤ה בְּ הְּ י־י  ִּֽ ם כ  ַעת ָאָדָ֗ ֶנֶַ֣֣גע ָצָרָ֑ ֹו לְּ ָשרִ֖ עֹור־בְּ ָהָיָ֥ה בְּ ֶרת וְּ ַחתֹ֙ ֣אֹו ַבֶהֶ֔ ַפֹ֙




ἀνθρώπῳ ἐάν τινι γένηται ἐν δέρματι χρωτὸς αὐτοῦ οὐλὴ σημασίας19 τηλαυγὴς καὶ γένηται ἐν 



















同じくレビ記 13:3 については下記の通り。 
 
֣עֹור   קֹ֙ מ  ַגעֹ֙ ָעמֹּ ה ַהֶנֹ֙ ֶ֤ א  ן ּוַמרְּ ְך ָלָבָ֗ ַגע ָהַפ֣ ר ַבֶנֶּ֜ ָעֹ֙ ש  ָבָשר וְּ ֹור־ַהַ֠ עִּֽ ן ֶאת־ַהֶנֶַ֣֣גע בְּ ֣ ה  ה ַהכֹּ ָרָא֣ ֹו  וְּ ָשרֶ֔ בְּ




καὶ ὄψεται ὁ ἱερεὺς τὴν ἁφὴν ἐν δέρματι τοῦ χρωτὸς αὐτοῦ καὶ ἡ θρὶξ ἐν τῇ ἁφῇ μεταβάλῃ λευκή 
καὶ ἡ ὄψις τῆς ἁφῆς ταπεινὴ ἀπὸ τοῦ δέρματος τοῦ χρωτός ἁφὴ λέπρας ἐστίν καὶ ὄψεται ὁ ἱερεὺς 















の未知の項 X、ツァラアトの意味するところを明らかにするためには、前 3 世紀に『七十人























πτωχὸς δέ τις ὀνόματι Λάζαρος ἐβέβλητο πρὸς τὸν πυλῶνα αὐτοῦ εἱλκωμένος---ἀλλὰ καὶ οἱ 









（１）  前 3世紀以前のレプラの用法について 
 
『七十人訳』レビ記の翻訳が行われたと考えられる前後の時代まで、即ち概ね前 3 世紀末
以前の用例としては、TLG 所載の全著作家中 16 人について、44 回が検討の対象となる。
個々の文書の真筆性について独自に判断することは著しく困難なので、TLG が「偽書
                                                     
20 Johnston (2006), pp.54. 
21 Ibid., pp.21-64; Potter (1995). 
22 ヨブ記 2:7. 
23 ヘブライ語本文では ע ין ָרֶ֔ ֣ ח  שְּ  。であるב 




 用例はヘロドトスに 1回、アリストファネスに 1 回、ヒポナクス25に 1 回、ヒポクラテス
全集に 16 回、クテシアスに 2 回、アリストテレスに 1 回、テオクリトス26に 1 回、テオフ
ラストス27に 6 回、リュコフロン28に 1 回、リュシマコス29に 4 回、ティマエオス30に 1 回、
ヘロダス31に 1 回、マネト32に 4 回、ボロスに 1 回、ポシディッポス33に 1 回、ニカンダー34






ものが 4 人に 22 回。ヒポクラテスの 16回がことごとくこれに属するほか、テオフラスト
スに 4回、クテシアス、アリストテレスに各 1 回の用例がある。 
ヒポクラテスの 16 回は当然として、ほかの 3 人 6回のいずれの用例も明らかに具体的な
症状、治療や当時の医学的な病因論に関連して、なんらかの当時の医学用語を交えて述べら
れていること、その疾患の予後に重大なものはないことが前提となっており、またなんら隔
                                                     
25 Hipponax 前 6世紀頃とされるいくつかの詩文が、その名で残されている。Bowie, E. 
“Hipponax” in Brill, 6: 373-4. 
26 Theocritus 詩人。前 3 世紀にプトレマイオス 2 世（前 308-246）の庇護を受けた。
Hunter, R. “Theocritus”, Brill, 14: 433-7. 
27 Theophrastus 哲学者、植物学者。アリストテレスに師事し、学園の後継者となった。前
371/0-287/6。Harmon, R. “Theophrastus”, in Brill, 14: 508-17.  
28 Lycophron 文法家、劇作家。前 3 世紀のアレキサンドリアで活動。悲劇 Alexandraの真
筆性については否定的な意見も多い。Zimmermann, B. “Lycophron”, in Brill, 7: 926-7. 
29 Lysimachus 神話作家、文法家。生没年とも不明であるが、前 200 頃に活動したと考えら
れている。より新しく、フィロンの時代の人ともいわれる。TLG は前 4-3 世紀としてお
り、ここではそれにしたがう。Gregor, D. “Lysimachus (6)”, in Brill, 8: 42. 
30 Timaeus 歴史家。前 350頃-260。Meister, K. “Timaeus (2)”, In Brill, 14: 677-9. 
31 Hero(n)das 前３世紀中頃と考えられる数編の詩が、この詩人に帰されている。Furley, 
W. D. “Herodas (Herondas)”, in Brill, 6: 251-4. 
32 Manetho エジプトの神官、歴史家。ギリシア語で著作、前 280 頃『エジプト年代記
Αἰγυπτιακῶν』を著す。Kraus, R. “Manetho (1)”, in Brill, 8: 232-3. (TLG の表記はManeto) 
33 Posidippus (Poseidippus) エピグラム詩人、前 280-270 頃サモス島、アレキサンドリアほ
かで活動。Albiani, M. G. “Poseidippus (2) ”, in Brill, 11: 671-2. 
34 Nicander 叙事詩人。前 3世紀後半に活動したと見られる。前 2 世紀前半から中頃までと







Ἕλκος, ἐσχάρη, αἷμα, πῦον, ἰχὼρ, λέπρη, πίτυρον, ἀχὼρ, λειχὴν, ἀλφὸς, ἔφηλις, ὁτὲ μὲν βλάπτει, 











γεννᾶται δ’ ἐν αὐτῶι (scil. τῶι Τεύθραντι ὄρει τῆς Μυσίας) λίθος ἀντιπαθὴς καλούμενος, ὃς 







  ἡ δὲ ψώρα μᾶλλον τῶν ἄλλων, οἷον λέπρας καὶ τῶν τοιούτων, ὅτι ἐπιπολῆς τε καὶ γλίσχρον τὸ 
ἀπορρέον· τὰ γὰρ κνησμώδη τοιαῦτα.39 
                                                     




生じた。Θεοφόρβου παῖς ἐλέπρα τὴν κύστιν.」De morbis popularibus (= Epidemiae), 5:1:17; 今
井正浩訳「流行病第五巻」, 『全集』I: 655-86. 
37 Ctesias, Fragmenta, 73. 
38 TLG は真筆に含めている。この著作の由来や真筆性については、丸橋裕ほか訳 (2014), 
687-715 頁; 坂井建雄 (2014). 









δύναται δὲ λέπραν τε ἐξελαύνειν ἐν ὄξει τριβόμενος καὶ ξυσθεὶς ἐπαλειφόμενος καὶ ἀλφὸν 








Παραπλήσιον δὲ τρόπον τινὰ τούτῳ καὶ τὸ περὶ τὴν ψώραν καὶ τοὺς λειχῆνας καὶ λέπραν καὶ 




Ἔστι δὲ ἡ δυσχέρεια ἀθεραπευσία σώματος λύπης παρασκευαστική, ὁ δὲ δυσχερὴς τοιοῦτός τις, 
οἷος λέπραν ἔχων καὶ ἀλφὸν καὶ τοὺς ὄνυχας μεγάλους περιπατεῖν καὶ φῆσαι ταῦτα εἶναι αὑτῷ 
συγγενικὰ ἀρρωστήματα· ἔχειν γὰρ αὐτὸν καὶ τὸν πατέρα καὶ τὸν πάππον, καὶ οὐκ εἶναι ῥᾴδιον  








                                                     
40 Theophrastus, Historia plantarum, 9:12; 大槻真一郎, 月川和雄訳 (1988). 
41 Theophrastus, De causis plantarum, 2:6; Einerson and Link (trs.) (1976). 
42 Theophrastus, Fragmenta, 9:14. 































ローベーについては、ヒポクラテスに動詞形での用例が 2 回あるが、1 回は鼻の複雑骨折
の治療に当っては慎重を要することへの注意の喚起49、もう 1 回は疫病の流行を迎えて「引
                                                     
44 Grmek (1989), pp. 160-4. 
45 Barclay (tr.) (2007), p.133 (note 798). 
46 Galenus, De propriorum animi cuiuslibet affectuum dignotione et curatione, 5: 14. 
47 Pseudo-Galenus, Introductio seu medicus, 14:675. 
48 Romanos Melodos, Cantica 20 :5 ; Miller and Nesbitt (2014), p.21. ロマノスについては、あ
らためて第六章第二節で論じる。 








ὃς ἂν δὲ τῶν ἀστῶν λέπρην ἢ λεύκην ἔχῃ, ἐς πόλιν οὗτος οὐ κατέρχεται οὐδὲ συμμίσγεται τοῖσι 




ὁ δὲ Μεγάβυζος πέντε διατρίψας <ἐν> τῆι ἐξορίαι ἔτη, ἀποδιδράσκει, ὑποκριθεὶς τὸν πισάγαν· 















καὶ κτίσαντες Ἱεροσόλυμα τὸν νεὼν κατασκευάσασθαι, μέχρι μὲν τούτων ἠκολούθησε ταῖς 
ἀναγραφαῖς, ἔπειτα δὲ δοὺς ἐξουσίαν αὑτῷ, διὰ τοῦ φάναι γράψειν τὰ μυθευόμενα καὶ λεγόμενα 
περὶ τῶν Ἰουδαίων, λόγους ἀπιθάνους παρενέβαλεν (*corrupt text), ἀναμῖξαι βουλόμενος ἡμῖν 
Αἰγυπτίων πλῆθος λεπρῶν καὶ ἐπὶ ἄλλοις ἀρρωστήμασιν, ὥς φησι, φυγεῖν ἐκ τῆς Αἰγύπτου 
                                                     
50 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, Epistulae, 17. 今日では真筆性は否定されており、成
立年代を後 20-30 年代とする説が有力である。今井正浩訳「書簡集」, 『全集』II :1045-
1106. 
51 Herodotus, Histriae,1: 183 
52 松本千秋訳(1971)は「癩病や白癩に罹ったもの」とする。 











Τοσούτοις οὖν πρότερον ἔτεσιν ἀπελθεῖν ἐξ Αἰγύπτου τοὺς πατέρας ἡμῶν ὡμολογηκὼς, εἶτα τὸν 
Ἀμένωφιν εἰσποιήσας ἐμβόλιμον βασιλέα, φησὶ τοῦτον ἐπιθυμῆσαι θεῶν γενέσθαι θεατὴν, ὥσπερ 
Ὦρος εἷς τῶν πρὸ αὐτοῦ βεβασιλευκότων·ἀνενεγκεῖν δὲ τὴν ἐπιθυμίαν ὁμωνύμῳ μὲν αὐτῷ 
Ἀμενώφει, πατρὸς δὲ Παάπιος ὄντι, θείας δὲ δοκοῦντι μετεσχηκέναι φύσεως κατά τε σοφίαν καὶ 
πρόγνωσιν τῶν ἐσομένων. ἀνενεγκεῖν δὲ τὴν ἐπιθυμίαν ὁμωνύμῳ μὲν αὐτῷ Ἀμενώφει, πατρὸς δὲ 








Εἰπεῖν οὖν αὐτῷ τοῦτον τὸν ὁμώνυμον ὅτι δυνήσεται θεοὺς ἰδεῖν, εἰ καθαρὰν ἀπό τε λεπρῶν καὶ 
τῶν ἄλλων μιαρῶν ἀνθρώπων τὴν χώραν ἅπασαν ποιήσειεν. Ἡσθέντα δὲ τὸν βασιλέα πάντας τοὺς 
τὰ σώματα λελωβημένους ἐκ τῆς Αἰγύπτου συναγαγεῖν (γενέσθαι δὲ τοῦ πλήθους μυριάδας ὀκτώ), 
καὶ τούτους εἰς τὰς λιθοτομίας τὰς ἐν τῷ πρὸς ἀνατολὴν μέρει τοῦ Νείλου ἐμβαλεῖν αὐτὸν, ὅπως 







                                                     







ここで「肉体を砕かれたものたち τὰ σώματα λελωβημένος」（秦訳では廃疾者）とされている
人々は、「神々」との祭儀的な関係で排除・隔離されたとしても、その身体症状は「長い間」
の鉱山労働にも相当程度に耐ええるものであったようにみえる。 
 リュシマコスの物語も同工のものであるが、物語には祭祀的色彩がより濃厚である。  
 
Λέγει γὰρ ἐπὶ Βοκχόρεως τοῦ Αἰγυπτίων βασιλέως τὸν λαὸν τῶν Ἰουδαίων λεπροὺς ὄντας καὶ 
ψωροὺς, καὶ ἄλλα νοσήματά τινα ἔχοντας, εἰς τὰ ἱερὰ καταφεύγοντας μεταιτεῖν τροφήν. 




Βόκχοριν δὲ, τὸν τῶν Αἰγυπτίων βασιλέα, εἰς Ἄμμωνος πέμψαι περὶ τῆς ἀκαρπίας τοὺς 
μαντευσομένους· τὸν θεὸν δὲ εἰπεῖν τὰ ἱερὰ καθᾶραι ἀπ’ἀνθρώπων ἀνάγνωνκαὶ δυσσεβῶν, 
ἐκβαλόντα αὐτοὺς ἐκ τῶν ἱερῶν εἰς τόπους ἐρήμους, τοὺς δὲ ψωροὺς καὶ λεπροὺς βυθίσαι, ὡς τοῦ 






Τὸν δὲ Βόκχοριν τοὺς χρησμοὺς λαβόντα τούς τε ἱερεῖς καὶ ἐπιβωμίτας προσκαλεσάμενον 
κελεῦσαι ἐπιλογὴν ποιησαμένους τῶν ἀκαθάρτων τοῖς στρατιώταις τούτους παραδοῦναι κατάξειν 





Βυθισθέντων δὲ τῶν λεπρῶν καὶ ψωρῶν, τοὺς ἄλλους συναθροισθέντας εἰς τόπους ἐκτεθῆναι ἐπ’ 
ἀπωλείᾳ· συναχθέντας δὲ βουλεύσασθαι περὶ αὑτῶν, νυκτὸς δ’ ἐπιγενομένης πῦρ καὶ λύχνους 
καύσαντας φυλάττειν ἑαυτοὺς, τήν τ’ ἐπιοῦσαν νύκτα νηστεύσαντας ἱλάσκεσθαι τοὺς θεοὺς, περὶ 
τοῦ σῶσαι αὑτούς. 56 
                                                     
55 Herodotus, Historiae, 2: 8; 松平訳 (1971). 















Ἀκούω δὲ καὶ Μανέθωνα τὸν Αἰγύπτιον, σοφίας εἰς ἄκρον ἐληλακότα ἄνδρα, εἰπεῖν, ὅτι γάλακτος 
ὑείου ὁ γευσάμενος ἀλφῶν ὑποπίμπλαται καὶ λέπρας· μισοῦσι δὲ ἄρα οἱ Ἀσιανοὶ πάντες τάδε τὰ 
πάθη. Πεπιστεύκασι δὲ Αἰγύπτιοι τὴν ὗν καὶ ἡλίῳ καὶ σελήνῃ ἐχθίστην εἶναι· ὅταν δὲ Αἰγύπτιοι 
πανηγυρίζωσι τῇ σελήνῃ, θύουσι αὐτῇ ἅπαξ τοῦ ἔτους ὗς, ἄλλοτε δὲ οὔτε ἐκείνῃ οὔτε ἄλλῳ τῳ τῶν 
θεῶν τόδε τὸ ζῷον ἐθέλουσι θύειν, ὡς μυσαρόν.57 
















οἴκει δ’ ὄπισθε τῆς πόλιος †ἐν Σμύρνηι μεταξὺ Τρηχέης τε καὶ Λεπρῆς ἀκτῆς.( † irremediable 
                                                     
57 Maneto, Fragmenta, 79. 
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corrupt text in codices)58 
（彼は）スミュルナの街の裏、トレクス（粗い）岬とレプロス岬の間に住んでいる。 
 
τοῖς δὲ μετὰ γριπεύς τε γέρων πέτρα τε τέτυκται / λεπράς, ἐφ’ ᾇ σπεύδων μέγα δίκτυον ἐς βόλον 
ἕλκει / ὁ πρέσβυς, κάμνοντι τὸ καρτερὸν ἀνδρὶ ἐοικώς.59 
老人はレプロスながけの上で大きな網を投げようとする／全身の力をこめ漁に熱中す   
る／力強い姿が見える.。 
 















καὶ τὸ ἀργύριον δὲ παρά του λαβὼν ἀποδοκιμάζειν, λίαν γὰρ λεπρὸν εἶναι, καὶ ἕτερον ἅμα 
ἀλλάττεσθαι.64 
   ひとから銭をうけとると、これはあまりにひしゃげてる（レプロスである）といふて、
ほかのと取代えて貰ふ。 
 
ἄλλος δ’ αὖ κόχλοισι δομὴν ἰνδάλλεται αἴης, ἄλλῳ δ’ ἐγχλοάουσα λοπὶς περιμήκεα κύκλον 
                                                     
58 Hipponax, Fragmenta, 50. 
59 Theocritus, Idyllia. 1: 41 ; 古澤ゆう子訳 (2004）. 
60 Lycophron, Alexandra, 642. 
61 Timaeus, Fragmenta, 66. 
62 Possidippus, Epigrammata (et elegi), 90. 
63 Theophrastus, Historia plantarum, 3: 14; 大槻, 月川訳 (1988). 
64 Theophrastus, Characteres, 4: 14; 吉田訳 (1938). 
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λεπρᾶν κεράμιον ὀξηρόν67 
レプロスな酢の壷を 
 
ὄρη δὲ κοίως τὴν ράκιν λελέπρηκε πᾶσαν.68 
彼がどのように着物をまったくレプロスにしてしまったかを見るがいい。 
 












                                                     
65 Nicander, Theriaca, 156.; 伊藤照夫訳(2007). 
66 Ibid., 262.; 同上. 
67 Aristophanes, Fragmenta, 723. 
68 Herodas, Mimiambi, 3: 50. この用例のみ動詞形である。校訂者カニンガムもこの部分の文
意は不明としている。 












186 回の用例があるので、ことごとくを尽くすことは出来ない。前 3 世紀以前の用例として
はそのほかに、偽ヒポクラテスに 2 回、ディオクレス74に 2回、エラエシストラトスに 6回
の用例がある。ここではこの語の古代ギリシア医学における一般的な用法について、医学史
家ポッターによる語彙の解説を引用するにとどめる75。 
ハフェーの用例は、前 3 世紀までの医学文献には 6 回しかなく、そのうちの 5 回は確実
に触覚、触覚器官を示すものである。 
 







  ἑλκώδεις τε καὶ βραδύτεροι καὶ δυσκινητότεροί εἰσι. καὶ ὅλη ἡ ἁφὴ τείνεται. ὡς κόπου 
                                                     
70 Ibid., 5:361. 
71 Ibid., 8:405. 
72 Ibid., 2:723. 
73 Euripides, Troiades, 670 ; Sophocres, Antigone, 652, 972 ; Sophocres Philoctetes, 650. 
74 Diocles 医師。生没年は不明であるが、アリストテレスの同時代人と考えられている。




“傷 wound ”、あるいは単に“病変 lesion”が含まれうる」。Potter (1995). 
76 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbis popularibus, 6: 8: 17 ; 近藤均訳「流行病第













期するためにさらに後 2世紀までの用例を追跡した。ヘルコスの用例は 2000 回以上認めら
れる78。ハフェーの用例は 10 人に 373 回認められるが、ガレノスの 312 回、偽ガレノスの







ὁ μὲν οὖν δὶς παίων σφυγμὸς ἀνωμάλοις τε ἕπεται δυσκρασίαις αὐτοῦ τοῦ σώματος τῆς καρδίας, 





                                                     
77 Erasistratus, Testimonia et fragmenta, 161. 




79 Marcellinus 医師。現存する『脈拍について De pulsibus』の著作年代は 1世紀末前後と
されている。Nutton, V. “Marcellinus (1)”, in Brill, 8: 294-5. 






























δακνώδεες πυρετοί· οἱ ἐκ βάθους ἀναφερόμενοι καὶ δριμεῖς πρὸς τὴν ἁφήν, ἀφ’ ὧν †κινηθεὶς 
("irremediable" corrupt text in codices) θέμις καὶ πάντας τοὺς πυρετοὺς ἀπὸ τῆς ἐκ βάθους 
ἀναφερομένης τέταχε θερμασίας. Erotianus, Fragmenta, 26. 
82 「傷の場所そのものは出血斑ができて輪状に黒化し、その部位の周囲は触診上（触覚に関
して？皮膚あるいは皮膚病変に沿って？）無感覚になる。それ（その部位）を拭うと、そこ
から出る体液は黒く、粘稠で悪臭がすることがわかる」。αὐτὸς δὲ ὁ πληγεὶς τόπος πέλιος γίνεται 
καὶ μέλας τὰ κύκλῳ, καὶ τὰ πλησίον αὐτοῦ μέρη καὶ πρὸς τὴν ἁφὴν ἀναισθητεῖ· ἐπὰν δέ τις αὐτὸν 
ἀποψήσῃ, ἰχὼρ ἐξ αὐτοῦ μέλας, παχὺς, δυςώδης ἐκκρίνεται. Pseudo-Dioscorides, Theriaca, 7. 





ἐὰν γένηται παντὶ ἀνθρώπῳ, ὡς ἂν γνῶσιν ἕκαστος ἁφὴν καρδίας αὐτοῦ καὶ διαπετάσῃ τὰς χεῖρας 









ר  ֶיָ֥ה ּוָבָשָׂ֕ הְּ י־י  ִּֽ ֹו כ  רִ֖ עֹּ ֹו־בְּ ין בִּֽ ָ֑ ח  א׃ שְּ ָפִּֽ רְּ נ  וְּ  
 もし、皮膚に生じた炎症が一度治ってから、 
















                                                     
84 列王記上 8:38. 
85 のちにタルムードでしばしば離婚の正当な条件をなすものとして論じられる重病も、も















































    そのほかどんな災い(ֶנֶֶַ֤֣גע)、どんな難病が生じたときにも88、 
    πᾶν συνάντημα, πᾶν πόνον, 
    （それが）どんな災禍（であれ、また）どんな難儀（であれ）、 
 
  彼らの背きに対しては杖を／悪に対しては疫病(ֶנֶֶַ֤֣גע)を罰として下す89。 
    ἐπισκέψομαι ἐν ῥάβδῳ τὰς ἀνομίας αὐτῶν καὶ ἐν μάστιξιν τὰς ἁμαρτίας αὐτῶν, 






動詞ナガーにはヘブライ語聖書中に 150 回の用例があり、「五書」での用例は 53 回（創




章・30 章とレビ記 6 章には聖化に関連した用例もある。動詞形は活用が多彩となるので、
ここではヘブライ語本文、『新共同訳』、『七十人訳』、秦訳の順に示す。 
 
ת׃92  ֹות יּוָמִּֽ ר מָ֥ ַע ָבָהִ֖ ָ֥ ג  הּו ָכל־ַהנֹּ ָ֑ ָקצ  ַע בְּ גֹּ֣ ר ּונְּ ֹות ָבָהִ֖ ּו ָלֶכ֛ם ֲעלָ֥ רָ֥ ָשמְּ  ה 
 山に登らぬよう、また、その境界に触れぬよう注意せよ。山に触れる者は必ず死刑に処
せられる 
 Προσέχετε ἑαυτοῖς τοῦ ἀναβῆναι εἰς τὸ ὄρος καὶ θιγεῖν τι αὐτοῦ· πᾶς ὁ ἁψάμενος τοῦ ὄρους 
θανάτῳ τελευτήσει. 
                                                     
87 出エジプト記 11:1. 
88 列王記上 8:37. 
89 詩篇 89:33（『七十人訳』88:33）. 
90 Schwienhorst (1998). 
91 Harris (1980). 






ֶרב׃93  א ַעד־ָהָעִּֽ ָמָ֥ טְּ ם י  ָלָתִ֖ בְּ נ  ַע בְּ ָ֥ ג   ָכל־ַהנֹּ
 死骸に触れる者はすべて夕方まで汚れる。 
 πᾶς ὁ ἁπτόμενος τῶν θνησιμαίων αὐτῶν ἀκάθαρτος ἔσται ἕως ἑσπέρας, 
 それらの死体に触れる者はみな、夕方まで、不浄である。 
 
ש׃94  ָדִּֽ קְּ ַח י  ִ֖ ב  זְּ ַע ַבמ  ָ֥ ג   ָכל־ַהנֹּ
 祭壇に触れるものはすべて、聖なるものとなる。 
 πᾶς ὁ ἁπτόμενος τοῦ θυσιαστηρίου ἁγιασθήσεται. 
 祭壇に触れる者はみな、聖別される。 
 




















                                                     
93 レビ記 11:24. 




































                                                     
95 Hieke (2014), p.42. 
96 Rawcliffe (2006), p.73. 


























                                                     
















れぞれひとりとみなせば、旧約聖書全体で 9 人（『七十人訳聖書』1では 8 人）、新約聖書で
12 人に過ぎない。以下、レビ記 13 章、14 章の判定や清めに要する期間について振り返り、



















2 共同通信社 (2016), 8 頁． 
3 福井次矢・奈良信雄編 (2016), 35-9 頁. 
4 Lüdemann (2000), pp. 1-7. 
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レビ記 13 章、14 章の中でも、レプラの判定と「清め」に要する時間についての記述だけ
は数値的かつ明瞭である。判定には最大 14 日5、場合によってはそれ以上6を要し、「清め」
のためには「体の毛を全部」そるなどの 7 日間にわたる儀礼を尽くしたのち、8 日目に「臨
在の幕屋の入り口」での祭司による儀式を経なければならない。 


















ֶלג׃   ַעת ַכָשָּֽׁ ֵּ֥ה ָי֖דֹו ְמֹצַרֵּ֥  ְוִהנ 
  驚いたことには、手は重い皮膚病にかかり、雪のように白くなっていた。 
  καὶ ἐγενήθη ἡ χεὶρ αὐτοῦ ὡσεὶ χιών. 
  すると、彼の手は雪のように（白く）なっていた。 
 
                                                     
5 レビ記 13:4-5. 
6 レビ記 13:7-8. 
7 出エジプト記 2:15. 
8 出エジプト記 3:10. 
9 出エジプト記 19:1 以下. 
10 出エジプト記 3:2-4. 
11 出エジプト記 4:2-4. 
12 出エジプト記 4:6-7. 
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  οὕτω γὰρ ἂν οὐδὲ τὸ πῦρ εἴη θερμὸν οὐδ’ ἡ χιὼν ψυχρά14 
    あたかも炎が熱くなく、雪が冷たくないかのように 
 


















                                                     
13 Homereus, Odyssea, 19: 205. 
14 Galenus, De temperamentis libri iii, 1: 670. 
15 この「中傷」が 2 世紀にも依然として護教家にとっての問題になっていたことについて
は、テオフィロスの証言が残されている。Theophilus, Ad Autolycum, 3: 21. 
16 Origenes, Commentarii in evangelium Joannis, 32: 21: 267-8. 
17 申命記 34:7-8 
18 「主は民に対して憤りを発し、激しい疫病で民を打たれた」。民数記 11:31-4. 




争・抗争の一場面である。神はモーセを全面的に支持し、「主は、彼らに対して憤り καὶ ὀργὴ 
θυμοῦ κυρίου ἐπ’ αὐτοῖς」「そのとき、見よ、ミリアムは重い皮膚病にかかり、雪のように白
くなっていた καὶ ἰδοὺ Μαριαμ λεπρῶσα ὡσεὶ χιών·」21。そして彼女は、ヘブライ語本文から
の『新共同訳』によれば「肉が半ば腐って母の胎から出てきた死者のよう」であった。『七
十人訳聖書』（あわせて秦訳）はこれを「ὡσεὶ ἴσον θανάτῳ, ὡσεὶ ἔκτρωμα ἐκπορευόμενον ἐκ 
μήτρας μητρὸς καὶ κατεσθίει τὸ ἥμισυ τῶν σαρκῶν αὐτῆς. 母親の胎から出てくる早産の子のよ
うに、死んだも同然」とする。「早産の子」が「母親の胎から出てくる」ことは当然のこと
















                                                     
20 民数記 11:24-30. 
21 民数記 12:9-10. 
22 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De septimestri partu 2.（私訳） 
23 ヒポクラテス、ガレノス、アレタイオスは ἔκρυσις, ἐκτρωσμός あるいは τρωσμός などの
語を用いる。フリュニコス（2 世紀の文法家。アッティカ方言の純粋性を重んじたとされ
る。Matthaios, S. “Phrynichus (2)”, in Brill, 11: 200-1）の辞書は、ἔκτρωμα の語を ἀδόκιμος
（信頼できない、適切でない）としている。Phrynichus, Eclogae (familia q), 179. 
24 第一コリント 15:8. 
25 この語に「医学的に治療する」という以外のかなり広範な意味のあったことは、第二章
に示した。 











 列王記 5:1-19 に記されている。預言者エリシャの時代、すなわち前 9 世紀の後半の出来
事である。この時代、イスラエルとアラムの間には戦乱が絶えなかった。「アラムの王の軍
司令官」として重用されていた将軍ナアマンは、「勇者だったが、レプラを患っていた καὶ 







もの体のようになり、清くなった」。『七十人訳聖書』はこれを「καὶ ἐπέστρεψεν ἡ σὰρξ 





しかしナアマンはエリシャが「ἐπιθήσει τὴν χεῖρα αὐτοῦ ἐπὶ τὸν τόπον その手を患部にかざ
                                                     
27 民数記 16:1-34. 
28 列王記下 5:1; 秦訳. 
29 秋山(2001), 30 頁． 
30 列王記下 5:9. 
31 列王記下 4:38. 
32 列王記下 4:8-10. 
33 列王記下 4:25. 
34 列王記下 6:3-4. 



















る。「彼は彼らの手から（それらを）受け取ると、家の中に置き καὶ ἔλαβεν ἐκ τῶν χειρῶν αὐτῶν 










                                                     
36 列王記下 5:11; 秦訳. 
37 place, location, space. (HOL) 
38 列王記下 4:1. 
39 列王記下 6:1-7. 
40 列王記下 4:1-7, 38-41, 42-44.   
41 列王記下 5:24; 秦訳. 
42 列王記下 5:7-8. 
43 列王記下 5:24; 秦訳. 
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44 列王記下 5:27; 秦訳. 
45 列王記下 8:1-6. 
46 列王記下 6:24-33, 7:1-2. 
47 列王記下 7:3; 秦訳. 
48 列王記下 7:4; 秦訳. 
49 列王記下 7:8; 秦訳. 
50 列王記下 7:10; 秦訳. 
51 服部嘉明 (1977), 477-8 頁. 
52 秋山 (2001) 464-5 頁. 
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 （６） ウジヤ王（アザルヤ王）の物語 







事件のさなかに「彼の額にレプラが生じた καὶ ἡ λέπρα ἀνέτειλεν ἐν τῷ μετώπῳ αὐτοῦ」57。「主
が彼をとがめられたからである ὅτι ἤλεγξεν αὐτὸν κύριος」58。その後「そして王オズィアス
はなくなるまでレプラ患者だった。彼は（ひとりの）レプラ患者として隔離された家に住ん
だ καὶ ἦν Οζιας ὁ βασιλεὺς λεπρὸς ἕως ἡμέρας τῆς τελευτῆς αὐτοῦ, καὶ ἐν οἴκῳ αφφουσωθ ἐκάθητο 
λεπρός」。そして「彼の息子ヨーアタムが彼の王国の上に（立てられ）、国の民を裁い













                                                     
53 イザヤ書 6:1. 
54 歴代誌下 26:3 
55 木田献一, 雨宮慧 (1996), 651 頁. 
56 歴代誌下 26:16. 
57 歴代誌下 26:19; 秦訳.   
58 歴代誌下 26:20; 秦訳. ヘブライ語からの翻訳としては「撃ったからである」。 
59 歴代誌下 26:21; 秦訳. 秦は固有名詞をギリシア語から音訳する。 













を裁いた καὶ ἥψατο κύριος τοῦ βασιλέως, καὶ ἦν λελεπρωμένος ἕως ἡμέρας θανάτου αὐτοῦ καὶ 
















 マタイ 8:14、マルコ 1:40-45、ルカ 5:12-15 にはほぼ同一の奇跡物語が記されている。それ
ぞれに若干のディテールの違いがあるが、マタイ、ルカはそれぞれマルコの伝承に基づいて
書いているとされる65ので、マルコの物語を中心に検討する。 
                                                     
61 木田, 雨宮 (1996), 651 頁. 
62 秦は『七十人訳聖書』翻訳者が「意味が分からず、それ（ヘブライ語）を音記」したも
のとする。 
63 列王記下 15:5; 秦訳. 
64 山我哲夫 (1996), 759 頁. 





ない。ルカ 5:13 では男は「ある町のなかで ἐν μιᾷ τῶν πόλεων」イエスに出会ったのであっ
て、排除や隔離の実態も明らかではない。清めてもらいたいと望んだ男にイエスが触れると、




  οἷσι δὲ ἡ μὲν φλεγμονὴ καὶ τὸ ἐρυσίπελας ἀπέλθοι, τοιαύτην δὲ ἀπόστασιν μηδεμίην ποιήσαιτο, 














 ルカ書 17:11-19 に記されている、イエスのエルサレムへの旅の途上の出来事70である。 
男たちの一人がサマリア人であったことがのちに明らかになるが、それ以外の人物の出
自も生活状況も定かではなく、「遠くの方に立ち止まったまま ἔστησαν πόρρωθεν」という語
句から若干の想像が喚起されるだけである。「声を張り上げて…言った ἦραν φωνὴν λέγοντες」
                                                     
66 マルコ 1:42. 
67 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbis popularibus, 3: 3: 4 ; 大槻マミ太郎訳「流行
病第三巻」, 『全集』I: 258-82. 
68 わが国の『国語辞典』も、「いたみが去る」「よごれを去る」などの用例をあげている。
久松潜一, 佐藤 謙三編 (1986). 大槻訳は「（病状が）消失する」としている。 



































                                                     
71 ルカ 17:12-13. 
72 Lüdemann (2000), pp. 371-2. 
73 秋山 (2001), 395 頁. 
74 荒井 (1998), 52-3, 67 頁．もっとも、そのような認識が古代のキリスト教著作家たちに
どの程度に共有されていたかについては、別個の検討が必要であろう。 
































                                                     
76 田川(2008-17), 第二巻上 390 頁． 
77 ὀργὴ θυμοῦ κυρίου 神意の所在の表現としては、同様の表現が『七十人訳聖書』中のほ
かの個所にもいくつか見られる。ὀργὴ κυρίου θεοῦ（歴代誌下 29:9）、ὀργὴ τοῦ θεοῦ（詩篇
78:31、『七十人訳聖書』では詩篇 77:30）ほか。 
78 この動詞、特にその中動態の祭儀的性格については第三章で論じた。 




































                                                     

















（１） ヨブ記 7:5 
 





   
  肉は蛆虫とかさぶたに覆われ 皮膚は割れ、うみが出ている。 









                                                     
るが）は、今日すでに当時における「赤毛」に対する差別意識についての解説なしには理
解できない。ドイル (1953)． 
81 Lipinski et al. (2007). 













（２） 列王記下 20:7 
 
預言者イザヤが「死の病にかかった」（列王記下 20:1）ヒゼキア王の治療にあたった物語


















                                                     
83 激しい戦闘で女神も傷を負うが、流れ出るのは人間のように血 ἄιμα ではなくて神の霊
液 ἰχῶρ である。Ilias 5:340, 415. 松平訳 (1992), 154, 158 頁． 
84 ヨブ記 42:17. 
85 Homerus, Ilias, 4: 190. 
86 De fracturis, 27: 31; 岸本訳, 前掲書. 
87 列王記下 20:21. 
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散らした。すると、膿の出るはれ物（ַח ת88 ֹפר ֵ֕ ֹעֹ֔ י ְשִחי֙ן ֲאַבְעבֻּ  。が人と家畜に生じた（ַוְיִהִ֗
καὶ ἔλαβεν τὴν αἰθάλην τῆς καμιναίας ἐναντίον Φαραω καὶ ἔπασεν αὐτὴν Μωυσῆς εἰς τὸν 












σὺ δὲ οὐχ ὁρᾷς καὶ ἐπὶ τῶν ὑγιαινόντων σωμάτων, ὅτι τἄλλα τις εὐπαθῶν φλυκτίδι πολλάκις ἢ 





γίγνομαι はあまりにも一般的な動詞であるが、ἀναζέω はヒポクラテスに 29 回の用例があ
る（ヒポクラテス以前にはほとんど用例がない）など、医学文献との親和性が比較的高い動
詞である。もっとも、『ヒポクラテス全集』では薬草などを熱して成分を煮出す操作に用い
られることが多い91。そのようであってみれば φλυκτίδες ἀναζέουσαι とは、体内の高熱によ
                                                     
88 この語は旧約聖書中これ以外に用例がない。(HOL) 
89 In illud: Quatenus uni ex his fecistis mihi fecistis, GNO, 9: 121.  
90 ἄνθραξ には癰 carbuncle、膿疱 pustule などの訳語が充てられる。Johnston (2006), p. 51. 



















  町の住民は子どもから大人まで打たれ、腫れ物が彼らの間に蔓延した93。 
καὶ ἐπάταξεν τοὺς ἄνδρας τῆς πόλεως ἀπὸ μικροῦ ἕως μεγάλου καὶ ἐπάταξεν αὐτοὺς εἰς τὰς 







 へドラ ἕδρα という訳語は、おそらくはשתר（to break out, burst）や、あるいはעפל (to swell, 
rise)95の語意が定かでないために、正統的な医学用語に訳し得なかった（医学用語を用いな
い翻訳が採用された）ものと考えられる。ユダヤ教の伝統では、この腫れ物のできる部位は
臀部と解されており、Sefaria 所載の英語訳では痔 hemorrhoids とされている。ギリシア語医
学文献ではヘドラが病変を意味することはなく、今日いうところの痔核を意味する独自の、
                                                     
92 出エジプト記 5:11. 
93 『新共同訳』、『七十人訳』、秦訳。 ם עפלים ּו ָלֶה֖ については『新改訳聖書』もほぼַוִיָשְתרֵּ֥
同じ。「彼らに腫物ができた」。秦訳は ἕδρα を住所（abode, LSJ）、εἰς を ἐν と同義に解し
て、「その住むところで撃った」とし、ヘブライ語本文からの別訳として、「そして彼らに
腫れ物が発生した」を示す。 

























                                                     
96 Johnston (2006), p. 50. 
































                                                     
1 イリイチは、ヨーロッパにおいては 12 世紀ごろ、書物そのものの成り立ちや性格に決定
的な変化が起こったため、それ以前の著作を現代人が理解することは非常に困難、あるい
は事実上不可能であるとしている。イリイチ (2005), 156-95, 327-63 頁. 
2 Miller (1997); Holman (1999); 土井(2010); 同(2016), 117-42, 143-71 頁. 
3 Sternberg (1991) , pp.167-74. 
4 Gregorius Nyssenus, In illud: Quatenus uni ex his fecistis mihi fecistis, 土井(2007), 67-112 頁. 

































載するデータベースである TLG の検索機能を用い、TLG が新約聖書外典・偽典（Apocryph., 
Evangel.）、行伝（Acta）、護教家（Apol.）、神学者（Theol.）、教会著作家（Scr. Eccl.）、教会
文書（Eccl.）、聖者伝（Hagiogr.）、聖歌（Hym.）として収録する、1 世紀から 7 世紀までの
234 人の著書及び文書群（約 1945 万語）を対象とする。著作者の属する年代については、
                                                     
6 Miller (2014), pp10-26.  
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  οὐ κολλώμενοι ἀγαθῷ, οὐ κρίσει δικαίᾳ, χήρᾳ καὶ ὀρφανῷ οὐ προσέχοντες9 















                                                     
7 Hornblower and Spawforth (eds.) (2012).  
8 加藤常昭ほか編 (1985); 松原國師 (2010)． 
9 Barnabae epistula, 20:2; 佐竹明訳 (1998). 
10 一テモテ 5:9, 11, 16. 






 TLG には現存するギリシア語文献 108,197,911 語が収録されており12、今回検討に含めた
文書群の語数はその約 18％に相当する。残存著作の単語数（以下、語数）については著作
者ごとに大きな隔たり（最小値 52 語、最大値 347 万語、中央値 10,942 語）があり、44 人に
は 1000 語以下の単語しか残されておらず、一方 10 万語以上の残存著作のある著作家は 27
人であった13。これら 27 人の語数（1583 万語）が全体の 81％を占める。対象となった著作





2 世紀から 7 世紀まで、キリスト教著作家として収録される著者の人数は 25 人から 49 人




                                                     
12 2018 年 10 月 1 日現在。 
13 以下の 27 人がそれにあたる。検索上の便宜のため、人名の表記はここでは TLG にした
がう。Hippolytus, Clemens Alexandrinus, Origenes, Clementina, Pseudo-Macarius, Gregorius 
Nezianzenus, Epiphanius, Athanasius, Ephraem Syrus, Bailius Caesariensis, Didymus Caecus, 
Gregorius Nyssenus, Eusebius Caesariensis, Sozomenus, Hesychius, Basilius Seleuciensis, Nilus 
Ancyranus, Theodorus Mopsuestenus, Theodoretus Cyrrhensis, Cyrillus Alexandrinus, Joannnes 
Chrysostomus, Barsanuphius et Joannnes, Romanus Melodus, Olympiodorus diaconus, Procopius 



































4 世紀（193 回）、5 世紀（505 回）に多くの用例があり、この 200 年間に 82％が集中して
いる。各年代の残存語数に大きな相違があるため、これを十万語毎の頻度に改めると図３の





リロス（224 万語）が含まれ、この二人で 5 世紀の語数の 67％が占められる。なかでもキ




































人を除外して同様の計算を試みると、285 万語中 138 回、十万語毎 4.8 回となり、やはり 5
世紀における頻度が最も高いという傾向は保たれる(p<0.01)。 

















































νεκροὶ γὰρ ἠγείροντο, χωλοὶ περιεπάτουν, τυφλοὶ ἀνέβλεπον, λεπροὶ ἐκαθαρίζοντο, καὶ τὸ ὕδωρ 





οἳ λεπροὶ ὄντες ἐν ταῖς ἁμαρτίαις διὰ τοῦ ἁγίου ὕδατος καὶ τῆς τοῦ Κυρίου ἐπικλήσεως 






ἣν οἱ καταλαλοῦντες καὶ ἐνδιαβάλλοντες καὶ διαμωκώμενοι οὐκ ἔσονται καθαροί· λεπρήσουσι 
γὰρ καὶ ἐξαφορισθήσονται τῆς τῶν δικαίων παρεμβολῆς.17 













レプラを人間の罪の象徴とする解釈はすでに 3 世紀のオリゲネスに見られ、4 世紀にはア
マセナのアステリオス19がゲハジの物語に関連して用いるなど、以後次第に一般化していく。 
                                                     
15 Athanasius, De decretis Nicaenae synodi, 1:3. 
16 Eirenaeus (Irenaeus), Fragmenta deperditorum operum, 33. 
17 Eirenaeus (Irenaeus), Adversus haereses, Fragment 11:6 ; 小林稔訳 (2000) 81 頁． 
18 Miller and Nesbitt (2014), xii. 




 Ἀλλὰ καὶ ἐὰν ἤδη τις γενόμενος ἀνὴρ καὶ δοκῶν κατηργηκέναι τὰ τοῦ νηπίου ἁμαρτάνῃ, μὴ ὡς 



















Παρ’ ὃ καὶ ὁ ἐν τῷ νόμῳ περὶ τῆς λέπρας διὰ Μωυσέως τεθεὶς νόμος τὸ ποικίλον καὶ πολύστικτον 




Τὸν ἀμπελῶνά σου οὐ κατασπερεῖς διάφορα. Καὶ ἱμάτιον ἐκ δύο ὑφασμένον. Καὶ τὰ κτήνη σου 
οὐ κατοχετεύσεις ἑτεροζύγῳ. Πανταχοῦ προτιμῶν τὴν ἁπλότητα, ἥτις ἐν τῷ ὁλολέπρῳ θεωρεῖται.25  
                                                     
教。－(1986). 
20 Origenes, Homiliae in Leviticum, 406:32. 
21 Asterius, Homilia, 3:3:6. 
22 レビ記 13:29ff. 
23 Severianus（-409 頃）. 5 世紀初頭のコンスタンティノープルで多くの説教を残した。宮
廷の支持をめぐるクリュソストモスとの抗争で知られる。Hoffmann, P. “Severianus”, in Brill, 
13: 357-8. 
24 Cremens Alexandrinus, Paedagogus, 3: 11: 54. 







 Τοιοῦτον γὰρ ἡ ἁμαρτία, νεκρὸν καὶ ὀδωδός. Ὁ λεπρὸς, φησὶν, ἀκάθαρτός ἐστι. Καὶ γὰρ ἡ 




ὥςπερ γὰρ ἀηδὴς ἡ λέπρα ἐν σώματι μερίζουσα τὴν χρόαν, οὕτω ἀηδὴς ἐν ψυχῇ διπλῆ καρδία 
μεριζομένη πρὸς πίστιν καὶ ἀπιστίαν· ὅσην φέρει ἀηδίαν ὄψει ἡ λέπρα ὀφθαλμοῖς ἀνθρώπων, 







でに 4 世紀、シリアのエフラエムに認められる。しかしこのような言説が 7 世紀までに拡
大・一般化されるという現象は認められない。 
 







contagiosa est, sicut et lepra」であるというイメージは、はるか後世のトマス『神学大全』に
                                                     
26 レビ記 19:19. 
27 Chrysostomus, In epistulam ad Titum, PG, 62: 681. 
28 Severianus, In illud: Quando ipsi subiciet omnia, 163. 
29 Ephraem Syrus, De perfectione monachi, 387. 










例外に属する。いずれも 4 世紀のものである。 
 
Κτησώμεθα μάρτυρας πολλοὺς πένητας. Ἐξ αὐτῶν ἀγοράσωμεν ἔλαιον, καὶ προπέμψωμεν· 
αὐτοὶ γάρ εἰσιν οἱ τὸ ἔλαιον τῶν λαμπάδων πωλοῦντες· χῆραι, ὀρφανοί, ἀδύνατοι, ἀνάπηροι, χωλοί, 
τυφλοί, λεπροί, καὶ πάντες οἱ ταῖς θύραις τῶν ἐκκλησιῶν παρακαθεζόμενοι πένητες. Τούτους 







Βασιλείου δὲ οἱ νοσοῦντες καὶ τὰ τῶν τραυμάτων ἄκη καὶ ἡ Χριστοῦ μίμησις, οὐ λόγῳ μέν, ἔργῳ 
δὲ λέπραν καθαίροντος. Πρὸς ταῦτα, τί φήσουσιν ἡμῖν οἱ τὸν τῦφον ἐγκαλοῦντες ἐκείνῳ καὶ τὴν 
ὀφρύν --- Ἔστι λεπροὺς μὲν ἀσπάζεσθαι καὶ μέχρι τούτου συνταπεινοῦσθαι, τῶν δὲ ὑγιαινόντων 









                                                     
31 Thomas Aquinas, Summa theologiae, 2: 1: 102:5, 稲垣訳 (1977). 
32 Ephraem Syrus, De amore pauperum, 7. 
33 マタイ 25 :1-13 の、「十人のおとめ」の「油」である。クリュソストモスもこの「油」
のイメージを、コンスタンティノープルの会衆に向かって慈善奨励のために用いている。
Chrysostomus, In Mattaeum, 20: 6. 









 Ἀπελαύνονται πόλεων, ἀπελαύνονται οἰκιῶν, ἀγορᾶς, συλλόγων, ὁδῶν, πανηγύρεων, συμποσίων,  
(ὢ τοῦ πάθους!) αὐτοῦ τοῦ ὕδατος· οὔτε πηγαὶ ῥέουσαι, τούτοις κοιναὶ πρὸς τοὺς ἄλλους 






シレイオスをダビデになぞらえつつ、その「手当」に頼る人々をレプラの人たち οἱ λεπροί と
呼んだ事例がある38。 
 
Πότ’ οὖν ἥξεις, τυχὸν ἐρεῖς, καὶ μέχρι τίνος ἀναδύσῃ; --- Οὐ γὰρ ἐπὶ πλεῖον ἀνθέξουσιν οἱ 




しかし 5 世紀以降、６～7 世紀にこのような種類の用例が広く引き継がれた事実は認めら
れない。 
中世にレプラ患者の守護聖人とされるようになるルカ書の貧者ラザロの病苦をレプラと
                                                     
35 4~5 世紀当時、多くの困窮した人々が「教会の門」の前に集まって施しを受けた、ある
いは待っていたとされる。Libanius, Orationes, 7: 1-2; Joannes Chrysostomus, In epistulam ii ad 
Corinthios, 30; Finn (2006), pp.99-102. 
36 土井（2008a）; 同 (2016), 117~42 頁, 143~71 頁． 
37 Gregorius Nazianzenus, De pauperum amore (orat. 14), 12-13; Daley (tr.) (2006). 同様に











ἀξιῶν δὲ αὐτῷ βοηθὸν κατὰ τοῦ πυρὸς ἀφικέσθαι τὸν Λάζαρον· εὐχόμενος ἀπομυζῆσαι τοῦ 











聖書』中の用例 58 回について見ると、名詞レプラが 40 回（69％）、形容詞レプロスが 12 回
（21％）、動詞レプラオーが 6 回（10%）であった。一方、新約聖書の 13 回について見ると、
名詞レプラが 4 回（30％）、形容詞レプロスが 9 回（70%）であって、うち 7 回はまったく
実詞的に用いられている。 
 
Τοῦ δὲ Ἰησοῦ γενομένου ἐν Βηθανίᾳ ἐν οἰκίᾳ Σίμωνος τοῦ λεπροῦ 
イエスはベタニアでレプラの人シモンの家にいた41。 
 
καὶ πολλοὶ λεπροὶ ἦσαν ἐν τῷ Ἰσραὴλ ἐπὶ Ἐλισαίου τοῦ προφήτου 
    預言者エリシャの時代にはイスラエルに大勢のレプラの人たちがいた42。 
 
さらに 2 世紀以降のキリスト教文献について見ると、856 回の用例中名詞レプラは 300 回





                                                     
40 Asterius, Homilia, 3: 11: 4. 
41 マタイ 26:6（私訳）. 





キリスト教文献と医学文献との対比を表 3 に示す。 
 
表 3 医学文献とキリスト教文献における「形容詞化」の頻度 
 レプラ（名詞形） レプロス（形容詞形） 動詞形ほか 
医学文献* 204 回 (75%)      33 回 (11%)      39 回 (14%) 
七十人訳聖書     40 回 (69%)      12 回 (21%)       6 回 (10%) 
新約聖書      4 回 (30%)       9 回 (70%)       0 回 ( 0%) 
キリスト教文献**     300 回 (35%) 456 回 (53%)      98 回 (12%) 






の用例は 8 人に 21 回認められた。以下にすべての用例を示す。 
 
1．オリゲネス  
  ὁ διάβολος ἀναγέγραπται παρίστασθαι τῷ θεῷ καὶ αἰτεῖν τὴν κατὰ τοῦ Ἰὼβ ἐξουσίαν---πρώτῃ 
μὲν τῇ κατὰ πάντων τῶν ὑπαρχόντων αὐτῷ καὶ τῶν τέκνων αὐτοῦ ἀπωλείᾳ, δευτέρᾳ δὲ κατὰ τὸ 
περιβαλεῖν αὐτὸν ἀγρίῳ ἐλέφαντι, τῷ οὕτω καλουμένῳ νοσήματι, πᾶν τὸ σῶμα τοῦ Ἰώβ.43 




2.3. ユリウス・アフリカヌス  
  Περὶ ἐλεφαντιῶντος ἵππου· Ἀφρικανοῦ  





                                                     
43 Origenes, Contra Celsum, 6: 43. 
44 Iulius Africanus, Cesti, fragmenta 3: 1. アフリカヌスの生没年は 160 頃-240 以後と推定さ




τὸν δὲ Ῥαγουῆλον διακωλύοντα στρατεύειν τοῖς Ἄραψι προστάξαι λῃστεύειν τὴν Αἴγυπτον. ὑπὸ 






Πόσους ὁρᾷς ἐν ἡλικίᾳ πάσῃ ἐλέφαντι διάγοντας; πόσους ἀπὸ πρώτης ἡλικίας τυφλώττοντας 
μέχρι γήρως, ἄλλους ἐν πηρώσει μετὰ ταῦτα γενομένους, ἄλλους ἐν πενίᾳ, ἄλλους ἐν δεσμοῖς, 
ἑτέρους ἐν μετάλλοις, ἄλλους ὁμοῦ καταχωσθέντας, ἄλλους ἐν πολέμοις ἀναλωθέντας;46 






Οὐχ ὁρᾷς καὶ νῦν τοὺς λιμῷ τηκομένους; τοὺς ἐλέφαντι καὶ λώβῃ σώματος κατεχομένους; τοὺς 






τοιαύτη ἦν, ὡς πάντας ἀπαγορεύειν---ἔξω τῆς πόλεως ἐκάθητο, τῶν ἐλέφαντι κατεχομένων 
χείρων ὤν. Οὗτοι μὲν γὰρ καὶ εἰς οἰκίας εἰσίασι, καὶ συναγελάζονται ἀλλήλοις· ἐκεῖνος δὲ αἴθριος 






                                                     
45 Eusebius, Praeparatio evangelica, 9: 27: 19-21. 
46 Joannes Chrysostomus, In Acta apostolorum, PG, 60: 183. 
47 Joannes Chrysostomus, In epistulam ad Romanos, PG, 60: 634. 
48 Joannes Chrysostomus, In epistulam ad Philippenses, PG, 62:243. 
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    «Καὶ ἔπαισε τὸν Ἰὼβ ἕλκει πονηρῷ, ἀπὸ ποδῶν ἕως κεφαλῆς.» Ἔπληξε, φησὶν, αὐτὸν 
χαλεπωτάτῃ βασάνῳ, λώβῃ καὶ ἐλέφαντι καθ’ ὅλου τοῦ σώματος·49 




9. クリュソストモス  
    Τί γὰρ ἄν τις εἴποι τοὺς ἐλεφαντίᾳ κατὰ μικρὸν ἀναλισκομένους ἄνδρας, τὰς καρκίνῳ 
κατεσθιομένας γυναῖκας; Ταῦτα γὰρ ἀμφότερα τὰ νοσήματα μακρά τέ ἐστι καὶ ἀνίατα· θάτερον δὲ 
αὐτῶν καὶ τῆς πόλεως ἀπελαύνει τοὺς ἔχοντας, καὶ οὔτε λουτροῦ, οὔτε ἀγορᾶς, οὔτε ἄλλου τινὸς 







  «Ἄκουσόν μου, ἄδελφε Ἰωάννη, … ἐὰν δέ μου παρακούσῃς, τοῦ Γιεζῆ ἥξει ἐπί σε τὰ τέλη, οὗ 
καὶ τὸ πάθος νοσεῖς».Συνέβη, δὲ αὐτὸν παρακοῦσαι μετὰ τὴν κοίμησιν τοῦ Μακαρίου μετὰ ἄλλα 
δεκαπέντε ἔτη ἢ εἴκοσιν, καὶ οὕτως ἠλεφαντίασε νοσφισάμενος τὰ τῶν πτωχῶν, ὡς μὴ εὑρεθῆναι 
εἰς τὸ σῶμα αὐτοῦ ἀκέραιον τόπον ἐν ᾧ τις δάκτυλον πήξει.53 
  「兄弟イオアンネスよ、よく聞くがいい…もし、私の言うところをおざなりに聞くなら
ば、病に罹ったゲハジの最後が、あなたを訪れることだろう」。しかしマカリオスが永眠




                                                     
49 Joannes Chrysostomus, Fragmenta in Job. 
50 『七十人訳聖書』ヨブ記 2:7 後半。 










    καθίσαι γυμνὸν ἐπὶ μῆνας ἕξ, ἔνθα οἱ κώνωπες καὶ συάγρων δέρματα τιτρώσκουσιν, ὡς σφῆκες 




   
12．聖アウクセンティオス伝 
    Μεθ’ ἡμέρας δέ τινας ἀνῆλθον πρὸς αὐτὸν δύο ἄνδρες ἐλεφαντιῶντες, ἴασιν ἐξαιτούμενοι 







  Συνέβη δὲ τοῦ βασιλέως Μαυρικίου ἓν τῶν παιδίων πάθει ἀνιάτῳ περιπεσεῖν· ἦν γὰρ πολλὰ 
τραύματα ἐκβράσαν, ὡς δοκεῖν αὐτὸ ἐλεφαντιᾶσαι…·καὶ πολλὰ τοὺς ἰατροὺς ἐπιμεληθέντας αὐτὸ 








  Περὶ Ἰωάννου τοῦ λελωβημένου    
Πάθος Ἰωάννης ἔσχεν ἀπάνθρωπον, ὃ πάντων εἰπεῖν τῶν σωματικῶν παθῶν 
μεῖζόν ἐστιν καὶ πικρότερον,---καὶ διὰ τοῦτο τάχα πρὸς τῶν ἰατρῶν τὴν τοῦ ἐλέφαντος ὀνόματι 
                                                     
54 Palladius, Historia Lausiaca (recensio G), Vita 18: 4. 
55 Auxentius, Vita Sancti Auxentii, 18: 1. アウクセンティウスはカッパドキア出身のアリウス
派司教。活動は 374 年頃まで。宮谷宜史 (1986). TLG はこの聖者伝を 6 世紀に書かれた
ものとする。 





προσηγόρευσαν. Μωϋσῆς δὲ καὶ τὸν ἐλεφαντιάσεως νόσῳ κρατούμενον, ἔξω παρεμβολῆς τε καὶ 































                                                     
57 Sophronius (560 頃-638), Narratio miraculorum sanctorum Cyri et Joannis, Miracle 15. ソフロ
ニオスはパレスティナの修道者、634-8 年、エルサレムの司教を務めた。Kyriakos, S. 
“Sophronius”, in Brill, 13: 651-2. 









ネスの奇跡物語 Narratio miraculorum sanctorum Cyri et Joannis』には 70 近くの奇跡的治癒
の物語が登場するが、その 13 番目にレプラ、15 番目にエレファンティシスが扱われている
（用例 14-21）。物語 1359ではヘリオスという男がレプラゆえに差別を被るが、運動そのほか
の身体機能は損なわれず、物語そのものの色調もややコミカルである。この男は「罪あるこ
とのシンボルとしてのしるし τὰ στίγματα, τῆς ἁμαρτίας ὑπάρχοντα σύμβολα」、「病気による染
み κατάστικτον καὶ ταύτῃ τῇ νόσῳ」を帯びていた（その詳細は記されない）。男の身体能力に
障碍があったことは、記事からはうかがえない。男は聖人たちの「らくだが泉に落とした糞
を全身に塗り込めるようにせよ」という指導に中途半端にしか従わず、糞を顔に塗るのをた




πρὸς τοὺς λυποῦντας μνησίκακον, καὶ μετὰ πολλὰς ἐτῶν περιόδους ἀμείβεσθαι πικρῶς」とされてい
る。しかし「聖人たちは夢を通じて聖なる病を持つあらゆる肉体に助け（治療薬？）をもた










 Μωϋσῆς δὲ καὶ τὸν ἐλεφαντιάσεως νόσῳ κρατούμενον, ἔξω παρεμβολῆς τε καὶ πόλεως μετὰ τοῦ 
λεπροῦ διωρίσατο· διὰ μὲν τοῦ λεπροῦ τὸ τῆς ἁμαρτίας ἐξορίσας παμποίκιλον, διὰ δὲ τοῦ 
                                                     
59 Sophronius, Cyri et Joannis, Miracle 13. 
60 Sophronius, Cyri et Joannis, Miracle 15: 2.  
61 LSJ は resource, assistance, remedy などを訳語にあげている。 
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 レプラをめぐる言説は、量的には 5 世紀にひとつのピークを形成していた。用例数そのも
のは、試みに比較したオルファノスと比べて、必ずしも多いとはいえなかった。過去にはこ
のような先行研究は知られておらず、比較の対象についてはさらに検討が必要と考えられ




                                                     




い痛みのために泣き暮らしていた。Μεθ’ ὧν καί τις γυνὴ Θεόκλεια ἐπονομαζομένη, θυγ.τηρ 
γεγονυῖα Νικοκλείδους, ἑνὸς τῶν μεγιστάνων, ὃς καὶ ὑπομνηματογράφος ἐτύγχανεν Ἀρχελάου τοῦ 
βασιλέως, τὴν τοῦ προσώπου αὐτῆς ὄψιν λεπρωθεῖσα καὶ τὸν δεξιὸν ὀφθαλμὸν ὑπὸ τῆς ἀμέτρου 
ὀδύνης ἐκκεχυμένον ἔχουσα.」Acta Philippi (epitome) 1-4．唯一の、かつあまりに顕著な例外
であり、また正典性を認められないまま広くリライトが繰り返され当該部分の最終成立年
代の特定が困難とされる外典文書のひとつであるため、今回の検討からは除外する。Bovon 
(2003); 田川 (1997). 
64 グッソウは、植民地主義時代の隔離政策を正当化するため、直接には脈絡のない中世の
諸文書が 19 世紀の末になって掘り起こされ、利用された経緯について詳細に論じてい
る。Gussow (1989), pp.213-23. 





















   
  Cuius rei differentias de praesenti lectione colligere et per singula, secundam Scripturae huius 
indicium---iste sermo non patitur. Vix enim haec multis possent voluminibus digesta componi ab 
his, quibus Dominus de lectione Veteris Testamenti velamen abstraxit. Nos ergo pro viribus nostris, 











                                                     
66 Büchner, D. L. “Leuitikonin to the Reader”, in NETS, pp.82-4; Voitila, A. “Leviticus”, in CS, 
pp.29-42.  














    ―クリュソストモスとアレキサンドリアのキュリロス 
 





はレプラについて 141 回の用例があるが、これは十万語毎 4.1 回に相当し、ほかの著作家た
ちとほとんど差がない。エレファンティアシスについては 5 回の、それぞれに特徴のある












  Ἂν μάθωμεν τίνων ἄξιος ἦν ὁ Ὀζίας. Τίνων οὖν ἄξιος ἦν; Ἅμα τῶν προθύρων ἐπιβὰς τῶν 
ἱερῶν μετὰ τοσαύτης ἀναισχυντίας, μυρίων σκηπτῶν καὶ τῆς ἐσχάτης κολάσεως καὶ 
τιμωρίας. Εἰ γὰρ πρῶτοι ταῦτα τολμήσαντες ταύτην ἔδοσαν τὴν δίκην, οἱ περὶ Δαθὰν καὶ 
Κορὲ καὶ Ἀβειρών, πολλῷ μᾶλλον τοῦτον οὕτω κολάζεσθαι ἔδει, τὸν μηδὲ ταῖς ἐκείνων 
σωφρονισθέντα συμφοραῖς. Ἀλλ’ οὐκ ἐποίησεν οὕτως ὁ Θεός, ἀλλὰ πρότερον λόγους 
προσήγαγε πολλῆς ἐπιεικείας γέμοντας διὰ τοῦ ἱερέως---Οὕτω καὶ τὸν βασιλέα τοῦτον 
ἤλεγξεν ὁ Θεός. Καὶ ὁ μὲν Χριστός φησιν· «Ἐὰν μὴ ἀκούσῃ σου, ἔσται σοι ὡς ὁ ἐθνικὸς καὶ ὁ 
τελώνης»· ὁ δὲ Θεὸς φιλανθρωπίᾳ τοὺς οἰκείους ὑπερβαίνων νόμους, οὐδὲ οὕτως αὐτὸν 
ἐξέκοψεν, ἀλλὰ καίτοι παρακούσαντα καὶ ἀγανακτήσαντα οὐκ ἀπέρριψεν, ἀλλὰ πάλιν 
προσίεται καὶ παιδεύει τρόπῳ διόρθωσιν ἔχοντι μᾶλλον ἢ τιμωρίαν. Οὐ γὰρ σκηπτὸν ἀφῆκεν 
ἄνωθεν, οὐδὲ κατέφλεξε τὴν ἀναίσχυντον κεφαλήν, ἀλλὰ τῇ λέπρᾳ μόνον ἐπαίδευσεν---
Καίτοι ποῖος ἂν τοῦτο   βασιλεὺς πράως ἤνεγκεν, ἀλλ’ οὐκ ἂν ἐκ βάθρων τὴν πόλιν ἀνέτρεψεν, 
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τὸν εἰς τὴν ὑπερορίαν μετοικισθῆναι κελευσθέντα, ἐνδιατρίβοντα τῇ πόλει ὁρῶν;1 
  わたしたちはウジヤにはどのようなことがふさわしいと考えるべきでしょうか。どの
ようなことが？このように恥知らずに宮の門に押し入った瞬間に、無数の雷鳴、そして究
















386-7 年に行われたものという3。第１説教は主題自体を異にし、おそらく 395-8 年頃のも









    Νόμος ἦν παλαιὸς τὸν λεπρὸν τῆς πόλεως ἐξελαύνεσθαι, ὥστε καὶ τοὺς τῇ πόλει βελτίους 
γίνεσθαι καὶ αὐτὸν μὴ προκεῖσθαι τοῖς βουλομένοις ὑβρίζειν σκωμμάτων καὶ χλευασίας ἀφορμήν, 
ἀλλ’ἔξω τῆς πόλεως μένοντα παραπέτασμα τῆς συμφορᾶς ἔχειν τὴν ἐρημίαν. Τοῦτο καὶ τὸν βασιλέα 
τοῦτον ὑπομένειν ἐχρῆν μετὰ τὴν λέπραν· ἀλλ’ οὐχ ὑπέμεινεν, τῶν ἐν τῇ πόλει διὰ τὴν ἀρχὴν αὐτὸν 
                                                     
1 Joannes Chrysostomus, In illud: Vidi dominum, 5: 3. 
2 マタイ 18:17. 
3 Dumortier (1981), p.13. 
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4 In illud: Vidi dominum, 5: 3. 
5 Broadus (1956). 
6 Dumortier (1981), p.17. 
7 この長い手紙には、クリュソストモス自身が、病気や衰えのために孤立した同僚や信徒
を長期にわたって気遣っていたありさまも書き残されている。かつて修道生活中に病を得
た彼自身の体験が反映されているのかもしれない。Leroux (1988), pp.118-9. 





Πρεσβείαν τινὰ δικαίαν καὶ λυσιτελῆ καὶ πρέπουσαν ὑμῖν ἀνέστην ποιησόμενος τήμερον πρὸς 
ὑμᾶς· ἑτέρου μὲν οὐδενὸς, τῶν δὲ τὴν πόλιν οἰκούντων ἡμῖν πτωχῶν ἐπὶ ταύτην με 
χειροτονησάντων, οὐ ῥήμασι καὶ ψηφίσμασι καὶ κοινῆς γνώμῃ βουλῆς, ἀλλὰ διὰ τῶν θεαμάτων τῶν 
ἐλεεινῶν καὶ πικροτάτων. Παριὼν γὰρ διὰ τῆς ἀγορᾶς καὶ τῶν στενωπῶν, καὶ πρὸς τὴν ὑμετέραν 
σύνοδον σπεύδων, εἶτα ὁρῶν ἐν μέσοις ἀμφόδοις ἐῤῥιμμένους πολλοὺς, καὶ τοὺς μὲν τὰς χεῖρας 
ἐκκεκομμένους, τοὺς δὲ τοὺς ὀφθαλμοὺς, τοὺς δὲ ἑλκῶν καὶ τραυμάτων ἀνιάτων γέμοντας, καὶ 
ταῦτα μάλιστα προβάλλοντας τῶν μερῶν, ἃ συγκαλύπτειν ἀναγκαῖον ἦν διὰ τὴν ἐναποκειμένην 
αὐτοῖς σηπεδόνα, ἐσχάτης ἐνόμισα ἀπανθρωπίας εἶναι, τὸ μὴ περὶ τούτων διαλεχθῆναι πρὸς τὴν 
ὑμετέραν ἀγάπην, καὶ μάλιστα μετὰ τῶν εἰρημένων καὶ τοῦ καιροῦ πρὸς τοῦτο 
συνωθοῦντος ἡμᾶς. Ἀεὶ μὲν γὰρ ἀναγκαῖον τοὺς περὶ τῆς ἐλεημοσύνης ποιεῖσθαι λόγους, ἐπειδὴ 
καὶ ἡμεῖς πολλῆς ταύτης παρὰ τοῦ ποιήσαντος ἡμᾶς δεόμεθα Δεσπότου· μάλιστα δὲ ἐν τῷ παρόντι 





















                                                     












説にあたってはオーソドックスな医学用語(「化膿する φλεγμαίνω」、「黒胆汁性の τῆς μελαίνης 
χολῆς」など)を用いつつも、病気に苦しむ人々を描写するにあたっては独自の文学的な（医
学書には見られない）表現を多用することである。「四足の状態になった人 εἰς τετραπόδου 
σχῆμα μεταπλασσόμενον」13、「この奇術師のごとき者たち ὥσπερ τινὲς θαυματοποιοὶ」14、「引
















                                                     
10 Holman (2001), pp.11, 144-8, 199-206; 土井(2007), 74-90 頁． 
11 土井(2007), 202頁． 
12 同, 207 頁． 
13 Gregorius Nyssenus, In illud: Quatenus uni ex his fecistis mihi fecistis, GNO, 9-1: 114. 
14 GNO, 9-1: 116. 
15 GNO, 9-1: 115. 










はこの著作を司教叙階の前後、412 年から 418 年頃に、アレキサンドリアで書かれたものと 
している17。 
 
Σαρκὸς μὲν ἡ λέπρα πάθος, ἄμεινον δὲ ἢ κατὰ ἰατροὺς, καὶ ταῖς παρ’ ἐκείνων ἐμπειρίαις οὐχ 
ἁλώσιμον. Ἀνιερὸς δὲ καὶ ἀκάθαρτος ὁ λεπρὸς, κατά γε τὴν πάλαι διὰ Μωσέως ἐντολὴν, 
ἀπηχθημένος δὲ λίαν καὶ παρὰ τοῖς τὰ Ἑλλήνων τιμῶσιν ἔθη. Ἡμιθνὴς γὰρ ἤδη πως ὁ τοῦτο παθὼν, 
βδελυρὸς δὲ καὶ ἀκάθαρτος ὁ νεκρός. Ἀνῆπται δὴ οὖν ὡς ὑπερφυὲς, καὶ τῶν καθ’ ἡμᾶς ἐπέκεινα 
μέτρων, τὸ θεραπεῦσαι δύνασθαι λεπρὸν, ἢ μόνῃ τῇ θείᾳ καὶ ἀφράστῳ φύσει τε καὶ ἐνεργείᾳ. 











«Εἰ λέπρα γένοιτο,» φησὶν, «καὶ τούτων ἑνὶ συμβαίνοι τὸ πάθος, καταθρείτω πάλιν ὁ ἱερεὺς, καὶ 






                                                     
17 Schurig (2005), pp. 29-37. 
18 Cyrillus Alexandrinus, De adoratione et cultu in spiritu et veritate, PG, 68: 245. 





  Πλὴν ἐπαίνου παντὸς ἀξία τοῦ προσελθόντος ἡ πίστις·---καίτοι τὸ πάθος οὐκ ἰάσιμον· οὐ γὰρ 
οἶδεν ἡ λέπρα ταῖς τῶν ἰατρῶν ἐμπειρίαις παραχωρεῖν·20 
近づいてきたひとの信仰は称賛に値する…とはいえ、不治の病気（τὸ πάθος οὐκ ἰάσιμον）
です。レプラが医師たちの技術に勝ちを譲るのを見た人はいません。 
 





医師たちの著作では、οὐχ ἁλώσιμος あるいは οὐχ ἅλωσις という表現は用いられない。治療
を困難とする場合には一般に ἀνίατος が用いられるが、用例の範囲はやや広く、この表現は
ヒポクラテスに 9 回、ガレノスには 82 回認められる。οὐκ ἰάσιμος は ἀνίατος と同義とみる









  Ὑδρωπιῶντα ἢν βὴξ ἔχῃ, ἀνέλπιστός ἐστιν.22 
水腫患者に咳があるようなら絶望的である。 
   
  Ἢν δὲ τοῦ εἰλεοῦ ἀφέντος πυρετὸς αὐτὸν ἐπιλάβῃ, ἀνέλπιστος·23 
腸閉塞が発熱をきたしたならば、望みはない。 
  
                                                     
20 Cyrillus Alexandrinus, Commentarii in Lucam, PG, 72: 556. 
21 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbo sacro, 11. 
22 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, Aphorismi, 7: 47 ; 石渡隆司訳「箴言」, 『全集』I : 
515-78. 
23 Hippocrates et Corpus Hippocraticum, De morbis i-iii, 3: 14 ; 近藤均訳「疾病について第三













  ἀλλὰ γὰρ πάντα χρὴ ξυμφέρειν φάρμακα καὶ διαίτην καὶ ϲίδηρα καὶ πῦρ· καὶ τάδε κἢν μὲν ἔτι 
νεοτόκῳ τῷ πάθεϊ προϲβάλῃϲ, ἐλπὶϲ ἰήϲιοϲ· ἢν δὲ ἐϲ ἀκμὴν ἥκῃ γενέϲιοϲ καὶ ἐν τοῖϲι ϲπλάγχνοιϲι 




















                                                     
24 Johnston (2006), pp. 61-2, Grmek (1989), pp.177-97. 
25 Aretaeus, De curatione diuturnorum morborum libri duo, 13: 2.  






人 ὁ λεπρὸς」へ、キリストの奇跡へと収斂していく。 
De adoratione では、レプラはさまざまな現世的・地上的な欲望、罪の中心的な象徴として
示される28。すなわち、ἀκαθαρσίαや πάθος といった語彙を媒介項として「罪 ἁμαρτία」一般
に結び付けられる。そしてキュリロスにとっては ἀκαθαρσίαや πάθος や ἁμαρτία との決別こ
そが、救済への唯一の道である。 
 
 Χρὴ γὰρ ἡμᾶς νεκροῦντας τὰ μέλη τὰ ἐπὶ τῆς γῆς, πορνείαν, ἀκαθαρσίαν, πάθος, ἐπιθυμίαν κακὴν, 











   
  «Τί θέλεις πρῶτον ἰδεῖν; τοὺς ὑακίνθους, ἢ τοὺς σμαράγδους;» Λέγει αὐτῷ· «Ὃ δοκεῖ σοι».  
Ἀνάγει αὐτὴν εἰς τὰ ἀνώγεα καὶ δείκνυσιν αὐτῇ ἠκρωτηριασμένας γυναῖκας λελωβημένας ὄψεις 
ἐχούσας· καὶ λέγει αὐτῇ· «Ἰδοὺ οἱ ὑάκινθοι». Καὶ κατάγει αὐτὴν πάλιν κάτω καὶ λέγει αὐτῇ, δείξας 
αὐτῇ τοὺς ἄνδρας· «Ἰδοὺ οἱ σμάραγδοι --- Οὕτω διατραπεῖσα ἐκείνη ἐξῆλθε, καὶ ἀπελθοῦσα ἀπὸ 








                                                     
28 Schurig (2005), pp.276-89. 
29 De adoratione et cultu in spiritu et veritate, PG, 68: 988. 













この『第 15 書簡』は 427 年の著作とされている32。その（全 4 節中の）第 2 節は全文が、
レプラに関する議論を中心に、キュリロスの弁明あるいは再反論にあてられている。 
 
φαίην ἂν ἔγωγε καὶ μάλα εἰκότως· μᾶλλον δέ, οἶμαι, καὶ ἁπαστισοῦν ἐπαπορήσειεν ἄν, καὶ 
λογιεῖταί που ποιναῖς ἀνθ’ ὅτου τὸν ἄρρωστον ὑποφέρεσθαι δεῖν ἐθεσμοθέτει Θεός…Λέπρα 
μὲν γάρ, καὶ τῶν φυσικῶν σπερμάτων ζημίαι, καὶ ἀβούλητοι καταφοραὶ τοῖς ἀνθρωπίνοις 
ἐπισυμβαίνουσι σώμασιν, ἀλλ’ οὐκ ἂν οἴοιντο τῶν πεπονθότων ἐγκλήματα. Νοσεῖ μὲν γάρ, 
οἶμαι, τὶς ἑκὼν μὲν οὐδείς --- Ἠδίκηκε τοὺς λεπροὺς ὁ νόμος, ἤγουν τοῖς ἑτέροις σκληρὰν 
ἐπήρτησε δίκην, τῆς τοῦ πρέποντος θήρας ἠφειδηκώς; --- Εἴπερ ἔροιτό τις, ἐκεῖνό φαμεν· τῆς 
ἀληθείας τὸ κάλλος διὰ τύπου καὶ σκιᾶς ἡ διὰ Μωσέως τοῖς ἀρχαιοτέροις παρέδωκεν ἐντολή, 
καὶ τῶν εἰς νοῦν ἔσω κεκρυμμένων ἡ δύναμις ὡς ἐν ἀρρωστήμασι τοῖς σωματικοῖς 
διετυποῦτο λαμπρῶς --- ἐκεῖνό φαμεν, τῇ τῶν θεωρημάτων ἑπόμενοι φύσει καὶ εἰς νοῦν 
ὁρῶντες τῶν γεγραμμένων τὸν ἐσωτάτω, ὡς ἀδρανεῖς εἰς μάχην, καὶ πρός γε τὸ δεῖν ἀμείνους 
ὁρᾶσθαι παθῶν οὐδαμόθεν ἐπιτήδειοι, τὸ πολυειδὲς εἰς φαυλότητα νοσεῖν εἴπερ ἕλοιντό 
τινες. Τοῦτο γὰρ ἡ λέπρα καὶ τὸ κατ’ αὐτήν ἐστι πάθος. Ἀλλ’ οὐδ’ ἂν ἐγγράφοιντο ταῖς τῶν 










32 Evieux (1991), pp.112-3; O’Keefe (2009), pp.3-32. 





































                                                     
34 Evieux (1991), pp.115-6. 




 6 世紀のコンスタンティノープルの聖歌作家ロマノスの『第 20 歌』は、共観福音書のイ
エスによる奇跡的治癒の物語をうたったものであるが、レプラは「ローベー（四肢の廃用・
脱落）を生ぜしめ…医師たちの技はまったく癒しえない Τῆς λώβης [γὰρ] ὑπάρχει… ἣν τέχνη 























   Morbus hic necesse est ut ad mortem perducat. Certe medici quando aegos inspicunt, hoc dicunt. 
Verbi gratia, hydrops est iste, moritur : hic morbus non potest curari. Elephantiosus est ; nec 
morbus iste curari potest, Phthisicus est ; quis hoc curat ? --- et tamen necesse est ut quisquis natus 
fuerit, inde moriatur.41 
                                                     
36 Romanos Melodos, Cantica 20: 5. 
37 Pseudo-Galenus, Introductio seu medicus 14: 756-7. 
38 Joannes Chrysostomus, In illud: Vidi dominum, 4: 5. 
39 Tertullianus, Adversus Marcionem, 4: 9; De pudicitia, 20. 
40 Sternberg (1991), pp.167-174. 
41 Augustinus, Sermones ad populum LXXVII, PL, 38: 489. 
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書 53:4では「苦難のしもべ」を「レプラの人のように quasi leprosum」とする翻訳が行われ
た。当該部分の『七十人訳聖書』、秦訳、ウルガタ訳、ウルガタ訳の私訳43の順に示す。 
 
οὗτος τὰς ἁμαρτίας ἡμῶν φέρει καὶ περὶ ἡμῶν ὀδυνᾶται, καὶ ἡμεῖς ἐλογισάμεθα αὐτὸν εἶναι ἐν 
πόνῳ καὶ ἐν πληγῇ καὶ ἐν κακώσει. 
    この者はわたしどもの罪を負い、わたしどものために苦しまれます、わたしどもは彼が
重荷を負い、鞭打たれ、虐げられていると見なしました。 
  Vere languores nostros ipse tulit, et dolores nostros ipse portavit ; et nos putavimus eum quasi 
leprosum, et percussum a Deo, et humiliatum. 
  まさしく彼はみずからにわれらの弱さを引き受け、われらの悲嘆を担われた。われらは
彼がレプラの人のように、神に打たれて苦しめられていると考えた。 
                                                     
42 Gregorius Magnus, Homilia in Evangelia. II, Homilia 39:10, PL, 76: 1300. 
43 私訳にあたっては Douay-Rheims 訳 (retrieved from Bible Works 10th version) を参照した。
Surely he hath borne our infirmities and carried our sorrows: and we have thought him as it were a 





























                                                     
44 加藤(2018), 19 頁、157-180 頁． 
45 Demaitre (2007), pp.166-171. 
46 土井 (2016) 117-42 頁． 
47 Sternberg (1991) pp.167-74. 
48 Miller (1997) pp.50-67, pp.68-87.  
49 Holman (2001) pp.74-6. 
50 Basilius, Epistulae, 143, 150, 176. 
51 4 世紀半ばにバシレイオスら小アジアの司教たちの一部ではじめて使われるようになっ
た造語である。Miller (1997), pp.68-88. この語は 6世紀にはユスティニアヌス法典にも登
場し、以後ビザンティン世界での一般的な語彙となっていく。Flavius Justinianus, Codex 







  ὁ δὲ βασιλεὺς οὕτως ἠγάσθη τὸν ἄνδρα ὡς καὶ χωρία τὰ κάλλιστα ὧν εἶχεν αὐτόθι τοῖς ὑπ’ αὐτοῦ  
φροντιζομένοις δωρήσασθαι πένησιν, οἳ τὸ σῶμα ἅπαν λελωβημένοι πλείονος ὅτι μάλιστα 






















                                                     
52 養護された人々の背景や具体的な姿が語られることは、この時代の文献では一般にまれ
である。多くの場合、「貧しい人々 πένητες」、「必要のある人々 δεόμενοι」、「困窮者たち 
πτωχοί」などと書かれるにとどまる。Finn (2006), pp.67. 
53 Theodoretus, Historia ecclesiastica, GCS, 44: 245. 土井 (2016), 120 頁． 
54 Gregorius Nyssenus, De opificio hominis. 
55 ウィルケン(2014), 147-54 頁． 
56 Gregorius Nyssenus, In illud: Quatenus uni ex his fecistis mihi fecistis, GNO 9-1: 124. 









  Τοῦτο πειθέτωσάν σε καὶ οἱ λόγοι, καὶ ἰατρῶν παῖδες, καὶ σύνοικοι τούτων θεραπευταὶ, ὧν οὐδείς 






















                                                     
58 Ibid.; Daley (tr.) (2006). 












  Καθαρθῶμεν οὖν ἐλεήσαντες --- Εἰ μὲν οὐδέν ἔστι σοι σύντριμμα, οὐδὲ μώλωψ, οὐδὲ πληγὴ 
φλεγμαίνουσα, οὐδὲ λέπρα τις ψυχῆς, ἢ ἁφὴ σημασίας, ἢ τηλαυγὴς60 , ἃ μικρῶς μὲν ὁ νόμος 




















                                                     




61 De pauperum amore (orat. 14) 37, PG, 35: 908. ; Daley (tr.) (2006). 
62 Ibid. 6, PG, 35: 865. 
63 荒井 (1996), 149頁． 
64 Holman (2001), pp.144-8.; Holman (1999). 
65 Sternberg (1991), p.168. 
66 Finn (2006), pp.84-5. 



























 εἴτε διὰ χηρείαν χρῄζοιεν ταύτης, εἴτε δι’ ὀρφανίαν, εἴτε ἀποξένωσιν πατρίδος, εἴτε ὠμότητα 
δεσποτῶν, εἴτε ἀρχόντων θράσος--- εἴτε κλεπτῶν ἀπληστίαν, εἴτε δήμευσιν, εἴτε ναυάγιον· πάντες 






                                                     
68 土井 (2007), 210頁． 
69 Holman (2001), pp.74-6. 
70 Finn, pp.67-70. 























                                                     




ルサレム）、神学的理想の表明として読むべきものであるという。Finn (2007), pp.222-31. 


































（列王記下 15:4-7、歴代誌下 26:16-21、以下同じく当該個所）を扱った 7世紀以前のすべて
                                                     
1 Leroux (1988) ; Hardy (1981). 
2 ソシュール (1991), 40 頁． 






用例の検索には TLG の検索機能を用いた。 
 まず共観福音書の清めの物語についてみると、θέλω と καθαρίσθητι がそのままの語形で、
かつ 5 語以内に隣接して登場する 7 世紀以前の用例は、3 世紀のオリゲネスから 680-81 年
の第三コンスタンティノープル公会議の記録文書に残されたマカリオスとステファノス連
名の発言まで、18人について 52 回を数える。うち 14回がクリュソストモス、13 回がキュ
リロスのものである。これをイエスが命令文を用いたほかの短い言明と比較すると、マタイ
9:22 の「娘よ、元気になりなさい Θάρσει, θύγατερ」の 3 人 4 回、マルコ 5:41「タリタ、ク
ム Ταλιθα κουμ」の 3 人 4回よりも明らかに多く、ヨハネ 5:8「ラザロ、出てきなさい Λάζαρε, 
δεῦρο ἔξω」の 14 人 60 回にほぼ匹敵する頻度であって、注目度の高い個所であったことが
わかる。共観福音書すべてに共通の物語であることに加えて、それが数ある奇跡物語の中で
も、イエスが自ら一人称で「望む θέλω」と口に出して意向を明らかにした数少ない個所で
あること（ほかには、仮定的な文脈でルカ 10:29、ヨハネ 17:24、21:23,24、否定でマタイ 15:32、
マルコ 14:36）が、とりわけ「御子」の意志と「御父」の意志の関係をめぐってキリスト論
論争がさかんに展開された時代4に、この個所が注目を集めた背景のひとつとして挙げられ
るであろう。(ἐ) θέλω そのものには、福音書だけで 118 回の用例があり、イエスはしばしば
なにごとかを θέλειν するが、イエスの θέλειν はまたしばしば裏切られる（マタイ 23:37、ル
カ 13:34、マルコ 7:24、同 9:30 ほか）。しかしここでイエスが自らの意志を θέλω という言葉
として発した時、それは直ちに実現している。 
 また旧約聖書ウジヤ王（アザルヤ王）の物語についてみると、固有名詞 Ὀζίας あるいは
Ἀζαρίας と文字列 λεπρ-が相接して（50 語以内に）登場する個所、は２～３世紀のアレキサ
ンドリアのクレメンスから 7 世紀前半のアンティオコス・モナコスまで、14 人の著作につ









かで、ヨルダンの語源にさかのぼり、「『彼らの下降 《ידח》 』（という意味に）解釈されます  
                                                     
4 ティリッヒ (1997), 59-162 頁; マルー (1996), 219-88 頁; Meyendorff (1974), pp.19-41. 
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の上に置き、浄めるのは、ただわたしの主イエスの（なさる）業でした Ὅτε καὶ θυμοῦται 
Ναιμάν, οὐ νοῶν ὅτι ὁ Ἰορδάνης ἡμῶν ἐστιν ὁ ἀπολύων τοὺς διὰ τὴν λέπραν ἀκαθάρτους τῆς 
ἀκαθαρσίας καὶ ἰώμενος, οὐχὶ δὲ ὁ προφήτης·…Τὸ γὰρ ἐπιθεῖναι τὴν χεῖρα λέπρᾳ καὶ καθαρίσαι 





き出る美しい言葉 Ἐξηρεύξατο ἡ καρδία μου λόγον ἀγαθόν」が「御父が御子について語ってい
ること Τοῦτό φησιν ὁ Πατὴρ περὶ τοῦ Υἱοῦ」であり、御子が「原初から神として存在した王が、
王国の初めに肉となって来られるといわれている Ὥσπερ βασιλεὺς ὑπάρχων ὡς Θεὸς εἰς 
βασιλείας ἀρχὴν λέγεται ἔρχεσθαι διὰ τὸ σεσαρκῶσθαι αὐτόν」という意味であるとの解釈を示し
つつ、当該個所とルカ 7:14 を並べて引用し、「言葉を通じて実現する速やかさ διὰ τὸ λέγειν τι 
καὶ εὐθέως γίνεσθαι」に「神としての本性が見られる ἅπερ οἶδε φυσικῶς ὡς Θεὸς」ことを強調
している7。 
シリアのエフラエムは、当該個所をマルコ 2:11、ルカ 7:50、ヨハネ 5:8 と並べて引用し、
マルコ 8:2「イエスに近寄り、ひれ伏して」という、乞うものとイエスの関係に注意を促し
ている。「地上の王に近づこうとする人たちは、門番たちに阻まれ、兵士たちや召使たち押し
のけられる Οἱ τῷ ἐπιγείῳ βασιλεῖ προσελθεῖν βουλόμενοι κωλύονται ὑπὸ πυλωρῶν, ὠθοῦνται ὑπὸ 
στρατιωτῶν καὶ λειτουργῶν…しかしあなたが万物の王に近づこうとしても、あなたには誰を恐
れる必要もない。贈り物も求められず、受け取る人もいない。誰も阻まない。王はあなたのこ
とをすぐに見分けられ、あらかじめ受け入れておられるからである Σὺ δὲ προσερχόμενος τῷ 
Βασιλεῖ τῶν ἁπάντων οὐδένα τούτων ὑποψιᾶσαι. Οὐ δῶρα ἀπαιτεῖ· οὐδεὶς γὰρ ὁ λαμβάνων, οὐδὲ 
κωλύων, διὰ τὸ εὐθὺ τὸν Βασιλέα εὑρίσκεσθαι καὶ προσδέχεσθαί σε」。だから奇跡そのもの（レプ
ラの清めや死者の復活）については、むしろ「長々と語って賛美しないようにしよう。主の
わざには限りがないからである Καὶ ἵνα μὴ καθ’ ἕνα λέγοντες δόξωμεν μηκύνειν τὸν λόγον· τὰ γὰρ 
ἔργα αὐτοῦ ἀναρίθμητά εἰσι」8とする。 
カエサレアのバシレイオスは病める修道者たちを念頭に、「かつて主は、ある時には粘土
                                                     
5 Origenes, Commentarii in evangelium Joannis, 6 :42: 217. 小高毅訳 (1984). 
6 Ibid., 6: 47: 243. 
7 Athanasius, Expositiones in Psalmos, PG, 27: 208. 





痛と闘うままにし、彼を審判の時により報いに値するものとされた τότε ὁ Κύριος, ποτὲ μὲν 
πηλὸν ποιῶν, ἐπέχριε, καὶ νίψασθαι προσέτασσεν εἰς τὸν Σιλωὰμ, ποτὲ δὲ ἠρκεῖτο τῷ βουλήματι μόνῳ, 





個所とマタイ 15:32、使徒 6:1-3 をあげるのにつづいて、「より小さい御業の中で示された御
言葉から、豊かで寛大な、より大きな御心を見落とすべきではありません Ὅτι οὐ δεῖ τὸν 
προεστῶτα τοῦ λόγου ἐν τοῖς ἐλάττοσιν αὐτουργεῖν φιλοτιμούμενον τῆς ὀφειλομένης περὶ τὰ μείζω 
σπουδῆς ἀπολείπεσθαι」として、イエスの宣教全体における当該個所の重要性を相対化する、
自らの言葉を添えて締めくくっている10。 
 クリュソストモスは 14回のうち、『マタイ書講解』で 7 回、『ヨハネ書講解』で 3 回、『非
相似派駁論』で 3 回、当該箇所に触れている。『マタイ書講解』ではまず「『主よ、清めてく
ださい』とも言わずに、主にすべてを委ね Οὐδὲ εἶπε· Κύριε, καθάρισον· ἀλλ’ αὐτῷ τὸ πᾶν 
ἐπιτρέπει」た男の信仰が模範として称賛される。イエスに神そのものとしての権能があるこ
とを信じた「彼の思いが教説となる ἀλλὰ τῆς γνώμης τῆς αὐτοῦ τὸ δόγμα γένηται」ことを、イ
エスは望まれたのであった11。クリュソストモスにとってむしろこの物語の要点は、「エリシ
ャはナウマンを見なかっただけでなく、躓いたものとみなし、近寄ることも触れることもせ
ずに家にいたまま律法を堅く守り、彼をヨルダン川に行かせて入浴させた Ἑλισσαῖος μὲν οὐδὲ 
ἑώρα τὸν Νεεμὰν, ἀλλὰ καὶ σκανδαλισθέντα ἰδὼν, ἐπειδὴ μὴ ἐξῆλθε καὶ ἥψατο, τηρῶν τοῦ νόμου τὴν 
ἀκρίβειαν, οἴκοι μένει, καὶ πέμπει πρὸς τὸν Ἰορδάνην αὐτὸν λουσόμενο」のだったが、エリシャと
は異なり、イエスは「ハフェー12に手を置いて τὴν τῆς χειρὸς προσέθηκεν ἁφήν」癒すことで「主
が律法の下にではなく上にあること…を示されようとした」、そのことにある。「主はしもべ
としてではなく、主人として触れ、癒したのであることを示された Ὁ δὲ Δεσπότης, δεικνὺς ὅτι 
οὐχ ὡς δοῦλος, ἀλλ’ ὡς κύριος θεραπεύει, καὶ ἅπτεται」のである13。『非相似派駁論』では当該個
所を含む多くの治癒奇跡に言及しながらも、「火の地獄に投げ込み、王国へ導き、麻痺のもの
                                                     
9 Basilius, Asceticon magnum sive Quaestiones (regulae fusius tractatae) 55, PG, 31: 1045; 宮本久
雄監訳 (1992). 
10 Basilius, Regulae morales, PG, 31: 833.  
11 Joannes Chrysostomus, In Matthaeum, PG, 57: 328.; Schaff and Wace (eds.) (1956b). 
12『七十人訳聖書』レビ記において、ハフェーは古代の祭儀的用語としてのナガーの訳語
であって、なんら医学上重大な病変を意味する語彙ではなかった（本論文第三章参照）。 
13 In Matthaeum, PG, 57: 329. 
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を立たせ、死から解き放し、罪を赦し、悪霊を叱りつけ、海を静まらせる καὶ εἰς γέενναν 
ἐκβάλλοντα, καὶ εἰς βασιλείαν εἰσάγοντα, καὶ  παράλυσιν διορθούμενον, καὶ εἰς θάνατον 
ἀπελαύνοντα, καὶ ἁμαρτίας ἀφιέντα, καὶ δαίμοσιν ἐπιτιμῶντα, καὶ τὴν θάλατταν καταστέλλοντα」、
「主権によって法を定める、パンを生み出す καὶ νόμους θεῖναι μετὰ αὐθεντίας, ἢ ἄρτους 
ποιῆσαι」、そのようなイエスの働きのすべてが等しく「主たるものの主権によって行われた 
μετὰ αὐθεντίας ποιοῦντα δεσποτικῆς」わざとして論じられる。しかしその第一は「ひとびとに
原初に人間を創造された方を教え  διδάξας αὐτοὺς καὶ τὸν ἐν ἀρχῇ δημιουργήσαντα τὸν 
ἄνθρωπον」、「法を新たにする（正す）ことによって διὰ τῆς τοῦ νόμου διορθώσεως」導くもの
としてのそれであるとして、山上の教えが引かれ、それらが「権威ある者としてお教えにな
った ἦν γὰρ διδάσκων αὐτοὺς ὡς ἐξουσίαν ἔχων（マタイ 7:28-29）」ものであることが再度確認
される14。イエスの持つ「主権」の真髄は、真に守るべき法を定め（マタイ 5:21-22）、罪を






数え上げようと πάντα καταλέγων μηκύνω τὸ γράμμα」する必要はない、とする。「病があなた
を苦しめるときも、神により頼めば、肉体に触れてくださるのだから Εἰ δὲ τὸ πάθος σε ταράττει, 
τὸ κατὰ Θεοῦ μὲν τολμηθέν, σαρκὸς δὲ ἁψάμενον」16。イシドロスはまた当該個所と、マタイ
15:28、マルコ 4:39、ヨハネ 5:8 などのさまざまな奇跡物語を引きながら、「わたしたちには、
その中の最もつつましいことさえ起こせないとしても、自ら多くのことにかかわりを持ち、
悪を遠ざけ、徳を追及して行こうではありませんか Καὶ μὴν ἡμεῖς, ὧν οὐδὲν εὐτελέστερον γένοιτ’ 





磨き上げられています Πικρὸς δὲ ὁ λόγος καὶ πολὺ πρὸς ἰσχνότητα κατερρινημένος」。そして当
該個所をめぐっては、「御子のちからが御父に等しくなければ εἰ μὴ ἔστιν ὁ Υἱὸς ἰσχὺς τοῦ 
Πατρός」ありえないはずの出来事であるとして、「御父」と「御子」の関係が論じられる18。 
キュリロスには以上のほか、エフェソス公会議の記録(Acta Conciliorum Oecumenicorum, 
                                                     
14 Joannes Chrysostomus, De Christi precibus (Contra Anomoeos), PG, 48: 787-8. 
15 Joannes Chrysostomus, In Joannem, PG, 59: 43, 145, 356.; Schaff and Wace (eds.) (1956a). 
16 Isidorus Perusiota, Epistulae, 1227. 
17 Isidorus Perusiota, Epistulae de interpretatione divinae scripturae, 3: 335. 











にとってふさわしいということが、明らかとなるでありましょう  Ὄντος δὴ οὖν ἐναργοῦς ὡς 
οὐκ ἂν λέγοιτο Χριστὸς ἔξω τε σαρκὸς ὑπάρχων καὶ οἷον εἰ κατὰ μόνας ὁ ἐκ θεοῦ λόγος, πρεπούσης 
δὲ μᾶλλον αὐτῶι τῆς τοιᾶσδε κλήσεως, ὅτε γέγονεν ἄνθρωπος, φέρε δὴ φέρε δεικνύωμεν ἐξ αὐτῶν 
ἑλόντες τὰς πίστεις τῶν ἱερῶν γραμμάτων ὅτι θεὸς κατὰ φύσιν ἐστὶ καὶ εἰς ἑνότητα συνενηνεγμένος, 
τὴν πρός γε φημὶ τὴν ἰδίαν σάρκα· οὗ δὴ πεφηνότος ἀληθοῦς, θεοτόκος ἂν λέγοιτο πρὸς ἡμῶν καὶ 
σφόδρα εἰκότως ἡ ἁγία παρθένος.」19。この、彼にとっての「冒頭陳述」の主要な根拠として引
用されるのが、イザヤの預言（イザヤ 35:3-6、同 40:9-11）、ヨハネ書の告別説教でのイエ
スの言明(ヨハネ 10:15-16)と並んで、当該個所である。当該個所はまた、皇妃たちへの支持
の訴えである『最も敬虔なる皇女方への講義   Κυρίλλου ἐπισκόπου Ἀλεξανδρείας 
προσφωνητικὸς ταῖς εὐσεβεστάταις δεσποίναις』20のなかで２回、「最終陳述」に相当する『ネ
ストリオスによる中傷に対する五部の反論  Κυρίλλου τοῦ ἁγιωτάτου ἀρχιεπισκόπου 














                                                     
19 ACO, 1: 1: 1. pp.18-9. 
20 ACO, 1: 1: 5. pp.86, 111. 

















サンドリアのクレメンスのものは、列王記下 14-15 章、歴代誌下 24-26 章の系図の要約記事
の中のものであり、ウジヤについてはただ「彼はレプラにかかったまま死んだ καὶ λεπρῶν 
οὗτος ἐτελεύτα」22とだけ書かれている。 
 『使徒教令』には、いずれも教会分裂を策することに対する警告として 3 回登場する。「コ
ラの子たちやウジヤ王のように、神から離れて祭司長を攻撃する人々は、炎の輝きになるか、
額にレプラを生じて… ὥσπερ οἱ Κορεῖται καὶ ὁ βασιλεὺς Ὀζίας, παρ’ ἀξίαν ἐπιθέμενοι ἄνευ Θεοῦ 









た  ἐπειδὴ διὰ τὸ τολμῆσαι Ὀζίαν τὸν βασιλέα τὸ ἀνόσιον τόλμημα ἡ δόξα τοῦ θεοῦ ἡ πάλαι 
ἐπισκιάζουσα τὸν οἶκον ἀνακεχωρήκει πάντα τὸν χρόνον τῆς αὐτοῦ ζωῆς, καθ’ ὃν λελεπρωμένος 
κατῴκει τὴν Ἰερουσαλήμ· λεπροῦ γὰρ βασιλέως οἰκοῦντος τὸν τόπον. ἐπεὶ δὲ ἐτελεύτα μὲν ἐκεῖνος, 
Ἰωαθὰμ δὲ ὁ υἱὸς αὐτοῦ τὴν βασιλείαν διεδέδεκτο--- ὁ λελεπρωμένος μετηλλάχει τοῦ βίου, ὁ δὲ 
εὐάρεστος τῷ θεῷ τὴν βασιλείαν ὑποδέδεκτο, αὖθις ἡ δόξα τοῦ θεοῦ ἐπανῄει ἐπὶ τὸν οἶκον, δηλαδὴ 
                                                     
22 Clemens Alexandrinus, Stromata, 1: 21: 118. 










汚した μιανθέντος τοῦ ἱεροῦ ὅσον ἐπὶ τῇ προπετείᾳ καὶ ὠμότητι αὐτοῦ」25、「自らに（祭司職を）
引き寄せる企ての失敗に伴って、王としての働きも不浄なレプラのために隠されることにな
る。残された生涯の終わりにいたるまで、主権は息子に受け継がれた Πρὸς τῷ ἀποτετευχέναι 
ᾧ εἰς ἑαυτὸν ἐπισπάσασθαι βεβούληται, καὶ τῶν ἔργων τῆς βασιλείας ἐκ τῆς ἀκαθάρτου λέπρας 




る文脈の中で、「フィラントロポスなる神 ὁ φιλάνθρωπος Θεός」は「最良の医者のように、時
には焼き、時には切り、時には苦い薬を与えて病人の健康を回復させる Καθάπερ ἰατρὸς 
ἄριστος νῦν μὲν καίων, νῦν δὲ τέμνων, νῦν δὲ πικρὰ διδοὺς φάρμακα, μεθοδεύει τῶν ἀρρωστούντων 




ὡς ἡ λέπρα τοῦ Ὀζία διὰ τὴν ἀναισχυντίαν τῆς γνώμης, ὡς ἡ χεὶρ τοῦ βασιλέως Ἱεροβοὰμ τὴν 
ξηρότητα ὑπομείνασα διὰ τὴν ἀπόνοιαν αὐτοῦ καὶ τὴν ἀλαζονείαν. Καὶ τοῦ Ζαχαρίου δὲ ἡ γλῶττα οὐχ 
ἑτέρωθεν ἐπαιδεύθη, ἀλλ’ ἢ διὰ τὴν τῆς ψυχῆς ἁμαρτίαν」29。 
 一方キュリロスは、傲慢に陥ったウジヤに対して「神は直ちに彼を打ち、恐るべき不治の
病苦であるレプラによって、彼を印付けられた ἀλλ’ εὐθὺς αὐτὸν ἤλεγξε Θεός. λέπρᾳ γὰρ 
κατεστίζετο, δεινῷ τε καὶ ἀνιάτῳ πάθει,」、「そして彼は律法によって不浄なものとしてエルサレ
ムから送り出された καὶ ὡς ἀκάθαρτος κατὰ νόμον ἐκπέμπηται τῆς Ἱερουσαλὴμ」、「無法に祭司職
                                                     
24 Eusebius, Commentarius in Isaiam, 1: 41. 
25 Didymus, Commentarii in Zacchariam, 5: 61. 
26 Ibid., 5: 62 
27 列王記上 13:4-6. ヤロブアム王の手は、王の悔い改めと「神の人」のとりなしによって
回復する。 
28 ルカ 1:5-64. ザカリアの舌は、物語の終わりでふたたび自由になる。 
29 Joannes Chrysostomus, In Isaiam, 3: 1. 
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を行うことは、神の宮を汚すことだからである καὶ τῆς παρανόμως ἐπιτετηδευμένης ἱερουργίας 







サレムに住んだ。しかしそれはエルサレムを汚すことにほかならなかった Ἐπειδὴ δὲ τοῦ διὰ 
Μωσέως προστάττοντος νόμου χρῆναι δὴ πάντως ἐκπέμπεσθαι τῆς παρεμβολῆς ὡς」ἀκάθαρτον τὸν 
λεπρὸν, καταμιαίνοντος δὲ καὶ κοινὸν ἀποφαίνοντος τῆς ἀκαθαρσίας τοῦ λεπροῦ τὸν συνόντα αὐτῷ, 






ムを通じて王国に関わった φιλάνθρωπον αὐτῷ παιδείαν ὁ δεσπότης ἐπήγαγεν· οὐ γὰρ ἐκέλευσεν 
αὐτῷ χῆναι τὴν γῆν οὐδὲ πρηστῆρα οὐρανόθεν ἐπήνεγκεν, ἀλλὰ τὴν τοῦ σώματος ἐνήλλαξε χρόαν καὶ 
τῆς λέπρας αὐτῷ τὴν ἀτιμίαν ἐπέθηκεν. Ταύτην δεξάμενος τὴν παιδείαν παραυτίκα μὲν ἐξελήλυθε τοῦ 













                                                     
30 Cyrillus Alaxandrinus, Commentarius in xii prophetas minors, 1: 375. 
31 Cyrillus Alaxandrinus, Commentarius in Isaiam prophetam 70: 172. 
















Ἡ μὲν γὰρ προφητεία Θεὸν ἐπιδημεῖν σημαίνει, τὰ δὲ σημεῖα καὶ τὸν χρόνον τῆς παρουσίας 
γνωρίζει· τό τε γὰρ τυφλοὺς ἀναβλέπειν, καὶ χωλοὺς περιπατεῖν, καὶ κωφοὺς ἀκούειν, καὶ 
τρανοῦσθαι μογγιλάλων τὴν γλῶσσαν, ἐπὶ τῇ γενομένῃ θείᾳ παρουσίᾳ λέγουσι. Πότε τοίνυν γέγονε 
τοιαῦτα σημεῖα ἐν τῷ Ἰσραὴλ ἢ ποῦ τοιοῦτόν τι γέγονεν ἐν τῇ Ἰουδαίᾳ, λεγέτωσαν.--- Πότε οὖν 
γέγονε ταῦτα, εἰ μὴ ὅτε αὐτὸς ὁ τοῦ Θεοῦ Λόγος ἐν σώματι παραγέγονε;33 












                                                     






















の者たちに論難を加え Καὶ εἰσελθὼν εἰς τὴν Ἀλεξάνδρειαν τοὺς Ἀρειανοὺς ἀπεκήρυξεν」、「そこで
主が悪霊どもに心を悩まされている多くの人を浄め、癒された Καὶ γὰρ κἀκεῖ δι’ αὐτοῦ πολλοὺς 








Ὅτι τὰ μέρη ταῦτα ἔχρῃζεν ἰατρῶν θεραπευόντων διὰ Θεοῦ. Ἵνα τοίνυν πάντας ὠφελήσωμεν 
τοὺς τόπους, καὶ μάλιστα τοὺς περικειμένους τῇ τῶν Ἁγίων Εὐαγγελιστῶν ἐκκλησίᾳ, ἀπῄεισαν γὰρ 
οὐκ ἔχοντες μαρτύριον εἰς ἑτέρους τινὰς τόπους, καὶ Χριστιανοὶ ὄντες ἐσφάλλοντο, διὰ τοῦτο 
ἀναγκαίως ἐζητήσαμεν ἁγίων μαρτύρων λείψανα.--- τοῦ πατῆσαι τὸν Σατανᾶν καὶ ἐλαύνειν τὰ 
πονηρὰ δαιμόνια· ἡκέτωσαν τοίνυν οἱ πάλαι πλανώμενοι· ἐρχέσθωσαν εἰς ἀληθινὸν καὶ 
ἀκαπήλευτον ἰατρεῖον· οὐδεὶς γὰρ ἡμῖν ὀνείρατα πλάττεται---οἷς ὁ πάντα ἰσχύων Θεὸς, τοῦ 
θεραπεύειν δύνασθαι τὴν ἐξουσίαν ἐχαρίσατο λέγων· «Ἀσθενοῦντας θεραπεύετε· δωρεὰν ἐλάβετε, 
                                                     
34 Haas (1997), pp.18-44, 184-5. 

















Ἀλλὰ τὰ σημεῖα ἐπιζητεῖτε, ἅπερ εἰσιόντες ἐποίουν ἐκεῖνοι, τοὺς λεπροὺς τοὺς καθαιρομένους, 
καὶ τοὺς δαίμονας τοὺς ἐλαυνομένους, καὶ τοὺς ἐγειρομένους νεκρούς; Καὶ γὰρ καὶ διὰ τοῦτο καὶ 
δι’ ἕτερον τὰ σημεῖα ἔπαυσεν ὁ Θεός. Εἰ γὰρ, οὐ γινομένων σημείων, οἱ πλεονεκτήμασιν ἑτέροις 
κομῶντες, οἷον ἢ λόγῳ σοφίας, ἢ εὐλαβείας ἐπιδείξει, κενοδοξοῦσιν, ἐπαίρονται, ἀπ’ ἀλλήλων 
σχίζονται· εἰ καὶ σημεῖα ἐγένοντο, ποῦ οὐκ ἂν ἐγένετο ῥήγματα;--- Μὴ δὴ σημεῖα ζήτει, ἀλλὰ ψυχῆς 
ὑγείαν. Μὴ ζήτει νεκρὸν ἕνα ἰδεῖν ἐγειρόμενον·καὶ γὰρ ἔμαθες ὅτι ὁλόκληρος ἡ οἰκουμένη 
ἀνίσταται---Ταῦτα τοίνυν μετὰ πολλῆς τῆς ἐπιμελείας ἐργασώμεθα. Ἂν γὰρ ἐξ ἀπανθρωπίας εἰς 
ἐλεημοσύνην μεταβάλῃς, ξηρὰν τὴν χεῖρα οὖσαν ἐξέτεινας. Ἂν θεάτρων ἀποστὰς ἐπὶ τὴν 
ἐκκλησίαν ἴῃς, χωλεύοντα τὸν πόδα διώρθωσας. Ἂν ἀποστήσῃς τοὺς ὀφθαλμούς σου ἀπὸ πόρνης 
καὶ κάλλους ἀλλοτρίου, τυφλοὺς ὄντας ἀνέῳξας. Ἐὰν ἀντὶ σατανικῶν ᾠδῶν μάθῃς ψαλμοὺς 
πνευματικοὺς, κωφὸς ὢν ἐλάλησας. αῦτα τὰ σημεῖα παράδοξα. Ἂν ταῦτα τὰ σημεῖα ποιοῦντες 
διατελῶμεν, καὶ αὐτοὶ μεγάλοι τινὲς καὶ θαυμαστοὶ διὰ τούτων ἐσόμεθα, καὶ τοὺς πονηροὺς 






                                                     
36 Cyrillus Alexandrinus, Fragmenta de translatione reliquiarum martyrum Cyri et Joannis (homilia 
diversa 18), PG, 77: 1100-5. 



































                                                     
38 当時、困窮した人々が教会の前に集まる一方、多くの教会は慈善のための資金や物資を



























                                                     
39 アレイオスその人もアンティオケアの学統から出ている。「ハルナックは…パウロス、
ルキアノス、さらにそれ以降アリウスにいたる異端の『使徒継承』が構成される、として
いる」。Drewery (1978), p.106. 
40 Gregorius Nazianzenus, Funebris oratio in laudem Basilii (orat. 43), 63: 3; 土井 (2016), 127-8
頁. 
41 Haas (1997). 
42 関川 (2006)． 
43 Sandwell (2007). 
44 Liebeschuetz (2003). 
45 De Giorgi (2016). 
46 スターク (2014). 
47 「風土性もまた社会的存在の構造であり、そうして歴史性と離すことができないもので






























                                                     
48 Haas (1997), pp.38-40. 
49 Meinardus (2002), pp.2-3. 
50 ブラウン (2006), 31-67 頁． 
51 Crislip (2013), pp.15-35, 59-80. 
52 Müller (1978), p.248; Haas (1997), p.24-6. 
53 Haas (1997), p.83. 
54「確かにアンティオケでも同様に、折に触れてユダヤ人と異邦人、キリスト教徒の間で
騒乱は生じたが、その抗争のレベルは、アレキサンドリアに比べれば取るに足りないもの
であった」。関川 (2006), 62 頁． 




























                                                     
対し、当時のアンティオケアの目抜き通りの道幅は 10メートルに及ばなかった。スター
ク (2014), 191 頁. 
56 Haas (1997), pp.5-18. 
57 すでに 200 年ごろ、アレキサンドリアのクレメンスはこの都市を異教徒、キリスト教
徒、ユダヤ教徒の「三つの民のもの τῶν τριῶν λαῶν」として描いている。Stromata 6: 5;  
「ほかの地中海諸都市にもそれぞれにこれらのコミュニティーは存在したが、このような
明瞭な区分や文化的ヘゲモニーを競い合う状況は稀であった」。Haas (1997) pp.8-9. 
58 Haas (1997), pp.173-214. 
59 Finn (2006), pp.16-7. 
60 Sandwell (2007), pp.3-33, 34-59. 
61 Joannes Chrysostomus, Adversus Judaeos; Harkins (tr.) (1979); Wilken (1983). 
62 Haas (1997), pp.121-7. 
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なかった。第三章で示した通り、前 3 世紀までには 16 人に 44 回の用例が残されているに
過ぎない。医学用語としては医師のヒポクラテスと植物・薬物学者としてのテオフラストス
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 Οὐ γὰρ δὴ μόνον σώματα παρεγένετο θεραπεύσων, ἀλλὰ καὶ ψυχὴν εἰς φιλοσοφίαν ἐνάξων---
οὕτω δὴ καὶ ἐνταῦθα λοιπὸν παιδεύων, ὅτι τῆς ψυχῆς ἐπιμελεῖσθαι χρὴ, καὶ τῶν ἔξωθεν 
ἀπαλλαγέντας καθαρμῶν ἐκείνην ἀποσμήχειν, καὶ τὴν αὐτῆς λέπραν δεδοικέναι μόνην, ὅπερ ἐστὶν 
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にみられる語彙の形成過程からの検討」として 2019 年 3 月の「日本基督教学会 2018 年度
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